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(2)

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
平
成

二
十
八
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
謹
ん
で
新

年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

旧
年
中
は
当
法
人
会
の
運
営
に
つ
き
ま

し
て
、
会
員
及
び
役
員
の
皆
様
方
、
並
び

に
税
務
当
局
、
関
係
民
間
団
体
、
保
険
三

社
の
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
あ

り
が
た
く
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
い
よ
い
よ
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。
昨
年
十
月
か
ら

個
人
番
号
・
法
人
番
号
が
通
知
さ
れ
、
今

年
一
月
か
ら
順
次
利
用
が
開
始
さ
れ
、
私

た
ち
企
業
に
お
い
て
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

取
り
扱
い
が
本
格
化
い
た
し
ま
す
。
当
該

制
度
は
社
会
保
障
・
税
制
度
の
効
率
性
・

透
明
性
を
高
め
、
国
民
に
と
っ
て
利
便
性

の
高
い
公
平
・
公
正
な
社
会
を
実
現
す
る

た
め
の
制
度
で
あ
り
、
適
正
・
公
平
な
課

税
を
行
う
た
め
の
所
得
情
報
が
よ
り
正
確

に
か
つ
効
率
的
に
行
え
る
よ
う
に
な
り
、

税
務
行
政
の
効
率
化
及
び
納
税
者
の
サ
ー

ビ
ス
向
上
が
図
ら
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。
税
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
で
あ

る
法
人
会
と
し
ま
し
て
も
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
制
度
が
国
民
に
広
く
活
用
さ
れ
る
た

め
、
制
度
の
仕
組
み
を
十
分
理
解
し
た
う

え
で
、
制
度
の
普
及
・
定
着
に
協
力
し
て

い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
　
　

と
こ
ろ
で
、
公
益
移
行
四
年
目
を
迎
え

た
昨
年
の
事
業
活
動
で
は
、
女
性
部
会
・

青
年
部
会
主
催
の
小
学
生
の
税
金
教
室
及

び
税
金
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
、
福
祉
施
設
慰

問
活
動
、
高
校
生
の
税
に
関
す
る
標
語
募

集
、
少
年
野
球
教
室
及
び
親
子
税
金
ク
イ

ズ
、
年
末
特
別
研
修
・
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
収

益
金
の
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
寄
付
等
は

税
知
識
の
普
及
と
併
せ
地
域
社
会
の
皆
様

方
に
も
お
喜
び
頂
け
た
も
の
と
思
い
ま

す
。
ま
た
税
務
署
共
催
事
業
の
決
算
法
人

及
び
新
設
法
人
、
並
び
に
年
末
調
整
説
明

会
の
開
催
や
全
国
大
会
、
全
国
青
年
の
集

い
、
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
等
の
全
法
連
及
び

県
連
の
行
事
に
お
い
て
も
多
数
の
ご
参
加

を
頂
き
ま
し
た
。
そ
し
て
各
支
部
に
お
い

て
は
、
税
務
研
修
会
開
催
や
会
員
増
強
へ

の
取
組
等
を
頂
き
、
役
員
の
皆
様
に
は
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

年
が
明
け
、
地
球
規
模
で
の
環
境
問
題

や
複
雑
化
す
る
外
交
問
題
を
始
め
、
国
内

外
に
諸
課
題
が
山
積
す
る
状
況
下
で
あ
り

ま
す
が
、
リ
オ
五
輪
の
開
催
も
あ
り
、
日

本
選
手
の
活
躍
と
新
年
が
明
る
く
、
輝
か

し
い
年
と
な
る
こ
と
を
切
望
す
る
と
共

に
、
会
員
皆
様
方
の
事
業
の
益
々
の
ご
繁

栄
を
心
か
ら
祈
念
致
し
ま
し
て
、
新
年
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

平
成
二
十
八
年
の
年
頭
に
当
た
り
、
謹

ん
で
新
年
の
御
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

旧
年
中
は
、細
谷
憲
二
会
長
を
は
じ
め
、

公
益
社
団
法
人
大
月
法
人
会
の
会
員
の
皆

様
方
に
は
、
税
務
行
政
の
運
営
に
つ
き
ま

し
て
、
多
大
な
る
御
支
援
と
御
協
力
を
賜

り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

法
人
会
活
動
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
組

織
の
基
盤
と
な
る
会
員
の
増
強
運
動
、
税

知
識
の
普
及
、
納
税
意
識
の
高
揚
、
税
制

に
関
す
る
意
見
の
提
言
な
ど
税
に
関
す
る

活
動
、
ま
た
、
地
域
社
会
へ
の
社
会
貢
献

活
動
な
ど
、
地
域
に
根
ざ
し
た
幅
広
い
事

業
活
動
を
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

会
員
の
皆
様
方
に
は
、
各
種
の
事
業
を

展
開
さ
れ
る
御
努
力
に
対
し
ま
し
て
、
心

か
ら
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

特
に
女
性
部
会
主
催
に
よ
る
「
小
学
生

に
よ
る
税
金
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」
並
び
に

青
年
部
会
主
催
に
よ
る
「
高
校
生
の
税
に

関
す
る
標
語
」
募
集
を
始
め
と
す
る
各
種

租
税
教
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、将
来
の
納
税

者
と
な
る
地
域
の
児
童
・
生
徒
に
、
税
の

意
義
、
役
割
を
理
解
し
て
も
ら
う
上
で
非

常
に
重
要
な
こ
と
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
税
務
行
政
を
取
り
巻
く
環
境
は

目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
お
り
ま
す
。
こ

の
環
境
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
し
、
納
税

者
の
皆
様
の
御
理
解
と
御
協
力
の
下
、

「
適
正
・
公
平
な
賦
課
・
徴
収
の
実
現
」

に
向
け
て
、
よ
り
質
の
高
い
行
政
と
納
税

環
境
の
整
備
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の
一
環

と
い
た
し
ま
し
て
、
本
年
は
い
よ
い
よ
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
元
年
と
な
り
ま
す
。
昨

年
中
は
、
各
支
部
に
お
か
れ
ま
し
て
も
研

修
会
を
実
施
さ
れ
本
制
度
の
利
用
開
始
に

向
け
た
御
準
備
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

が
、
実
務
が
始
ま
り
ま
す
に
あ
た
り
、
ご

不
明
な
点
が
御
座
い
ま
し
た
ら
、
い
つ
に

て
も
ご
質
問
い
た
だ
き
、
本
制
度
の
導
入

が
円
滑
に
行
わ
れ
ま
す
よ
う
ご
協
力
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
間
も
な
く
平
成
二
十
七
年

分
の
所
得
税
・
消
費
税
・
贈
与
税
の
確
定

申
告
が
始
ま
り
ま
す
。
医
療
費
控
除
等
の

還
付
申
告
な
ど
を
さ
れ
る
従
業
員
の
方
々

に
、
是
非
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
確

定
申
告
書
作
成
コ
ー
ナ
ー
及
び
ｅ
‐
Ｔ
ａ

ｘ
の
積
極
的
な
利
用
を
御
声
掛
け
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
御
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
当
た
り
、
公
益
社
団
法
人
大
月

法
人
会
の
益
々
の
御
発
展
と
会
員
の
皆
様

方
の
御
健
勝
並
び
に
事
業
の
御
繁
栄
を
心

か
ら
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
御
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
年
の
御
挨
拶

大
月
税
務
署

署
　
長
　
松
代
　
孝
廣

新
年
の
ご
挨
拶

公
益
社
団
法
人
大
月
法
人
会

会
　
長
　
細
谷
　
憲
二



新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。平
成
二
十
八
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

旧
年
中
は
、
青
年
部
会
員
の
皆
様
は
も

と
よ
り
、
税
務
当
局
、
本
会
、
女
性
部
会
、

関
係
団
体
の
皆
様
に
は
、
青
年
部
会
の
活

動
に
対
し
深
甚
な
る
ご
理
解
と
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
第
三
十
一

回
「
高
校
生
の
税
に
関
す
る
標
語
」
の
募

集
事
業
を
、
上
野
原
支
部
の
担
当
に
よ
り

七
月
の
募
集
か
ら
十
一
月
の
表
彰
式
ま
で

行
な
わ
れ
、
十
一
月
の
忍
野
・
山
中
湖
支

部
担
当
に
よ
る
第
十
五
回
少
年
野
球
税
金

ク
イ
ズ
の
開
催
等
、
歴
史
と
伝
統
あ
る
租

税
教
育
と
地
域
貢
献
事
業
に
取
り
組
ん
で

参
り
ま
し
た
。

特
に
、
十
一
月
十
九
日
〜
二
十
一
日
の

全
国
青
年
の
集
い
「
茨
城
大
会
」
で
は
、

租
税
教
育
活
動
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

の
機
会
を
得
て
、
全
国
の
青
年
部
会
員
に

大
月
法
人
会
青
年
部
会
が
取
組
ん
で
い
る

租
税
教
育
活
動
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
行
い
奨
励
賞
を
頂
き
ま
し
た
。
こ
の
事
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新
年
の
ご
挨
拶

青
年
部
会

部
会
長
　
小
佐
野
昇
一

業
を
成
功
さ
せ
る
た
め
年
度
当
初
よ
り
携

わ
っ
て
い
た
だ
い
た
皆
様
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
は
青
年
部
会
を
振
返
る

絶
好
の
機
会
と
な
り
、
租
税
教
育
と
税
に

対
す
る
関
心
も
更
に
高
ま
る
と
同
時
に
、

納
税
意
識
の
高
揚
を
改
め
て
感
じ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

本
年
も「
高
校
生
の
税
に
関
す
る
標
語
」

は
、
大
月
支
部
を
主
体
に
活
動
を
継
続
し

て
い
き
ま
す
と
と
も
に
、
第
十
六
回
少
年

野
球
大
会
の
開
催
等
の
地
域
貢
献
事
業
に

も
力
を
注
い
で
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
九
月
に
は
２
千
有
余
名
の
青

年
部
会
員
が
集
う
「
全
国
青
年
の
集
い
北

海
道
大
会
」
が
例
年
よ
り
時
期
を
早
め
北

海
道
旭
川
の
地
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
全
国

の
青
年
部
会
員
と
多
く
の
情
報
交
換
並
び

に
親
睦
を
深
め
る
機
会
に
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
の
で
、
例
年
同
様
多
く
の
部
会

員
の
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
税
務
当
局
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
す
る
中
で
各
種
の
税
務
研
修

会
、
勉
強
会
、「
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
」
や
「
ダ

イ
レ
ク
ト
納
付
」
の
拡
大
を
図
っ
て
い
く

の
と
同
時
に
、
部
会
員
の
加
入
、
増
強
に

も
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

結
び
に
、
本
年
の
皆
様
方
の
ご
健
勝
と

ご
事
業
の
ご
発
展
を
祈
念
し
、
旧
年
同
様

変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
協
力
を
心
よ
り
お

願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
新
年
の
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
平
成

二
十
八
年
の
年
頭
に
あ
た
り
謹
ん
で
新
年

の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
新
任
女
性
部
会
長
と
し
て
、
法

人
会
基
本
方
針
の
「
納
税
意
識
の
高
揚
と

税
知
識
の
普
及
・
啓
蒙
」
並
び
に
公
益
法

人
の
役
割
を
担
い
な
が
ら
、
部
会
員
が
笑

顔
で
楽
し
く
集
え
る
部
会
を
目
指
し
て
、

部
会
事
業
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。

不
慣
れ
な
為
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
た
こ
と

と
は
存
じ
ま
す
が
、
計
画
さ
れ
た
事
業
を

無
事
遂
行
で
き
ま
し
た
事
は
、
部
会
員
の

皆
様
方
は
も
と
よ
り
本
会
、
青
年
部
会
、

税
務
当
局
の
御
指
導
・
御
支
援
の
賜
物
と

深
く
感
謝
し
、
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

昨
年
の
女
性
部
会
事
業
で
は
、
県
連
事

業
の
「
税
の
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
、

西
桂
小
学
校
よ
り
多
数
の
応
募
を
頂
き
、

優
秀
賞
一
、
佳
作
三
が
選
出
さ
れ
、
第
十

七
回
目
と
な
る「
税
金
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」

は
、「
税
金
教
室
」
と
併
せ
上
野
原
小
学

校
で
開
催
し
、
次
の
世
代
を
担
う
小
学
生

の
皆
さ
ん
に
、
税
金
へ
の
関
心
を
高
め
て

頂
く
と
共
に
、
税
金
の
意
義
や
役
割
を
正

し
く
理
解
し
て
頂
け
た
も
の
と
感
じ
ま
し

た
。
優
秀
作
品
は
大
月
税
務
署
ロ
ビ
ー
に

展
示
し
ま
し
た
。
ま
た
社
会
貢
献
事
業
と

な
る
福
祉
施
設
へ
の
慰
問
活
動
は
、
上
野

原
支
部
担
当
で
「
コ
モ
ア
セ
ン
タ
ー
あ
い

里
」、
大
月
支
部
担
当
で
「
サ
ン
コ
ー
ト

大
月
」
に
於
い
て
実
施
し
、
郡
内
お
母
さ

ん
コ
ー
ラ
ス
大
会
に
出
場
し
た
コ
ー
ラ
ス

部
に
よ
る
美
し
い
歌
声
を
披
露
し
ま
し

た
。
青
年
部
会
と
の
共
催
に
よ
る
年
末
特

別
研
修
会
＆
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
で
は
、
収
益

金
を
地
元
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄

付
。
僅
か
な
が
ら
地
域
へ
の
お
役
に
立
て

た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

第
十
回
目
と
な
る
全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ

ム
福
岡
大
会
に
は
全
国
か
ら
一
七
〇
〇
名

が
参
加
さ
れ
親
睦
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

平
成
三
十
年
に
は
山
梨
で
の
開
催
が
決
定

し
、
準
備
委
員
会
が
発
足
し
ま
し
た
。
部

会
員
の
皆
様
、
ま
た
本
会
、
青
年
部
会
の

皆
様
に
は
御
支
援
と
御
協
力
を
賜
り
ま
す

様
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
の
二
十
四
時
間
Ｔ
Ｖ
の
テ
ー
マ
は

「
き
ず
な
」
で
し
た
。
い
つ
ま
で
も
「
き

ず
な
」
を
大
切
に
し
て
法
人
会
活
動
に
邁

進
す
る
と
共
に
女
性
部
会
の
発
展
・
充
実

に
努
め
て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

結
び
に
皆
様
方
の
御
健
勝
並
び
に
事
業

の
御
発
展
を
祈
念
し
、
昨
年
と
同
様
の
御

支
援
と
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
新

年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶

女
性
部
会

部
会
長
　
志
村
美
貴
代



平
成
二
十
七
年
十
一
月
十
六
日
㈪
ハ
イ

ラ
ン
ド
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
＆
ス
パ
に
於
い

て
、
大
月
税
務
署
主
催
に
よ
る
納
税
表
彰

式
が
挙
行
さ
れ
、
税
務
行
政
全
般
に
尽
力

さ
れ
、
功
労
の
あ
っ
た
方
々
に
表
彰
状
並

び
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

大
月
法
人
会
か
ら
は
、
署
長
表
彰
が
一

名
に
、
署
長
感
謝
状
が
二
名
に
、
関
係
民

間
団
体
長
会
会
長
感
謝
状
が
六
名
に
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
当
日
は
細
谷
憲
二
会
長
の
国
税

庁
長
官
表
彰
受
彰
の
披
露
も
行
わ
れ
ま
し

た
。
受
彰
者
の
皆
様
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

署
長
表
彰

理
事
・
女
性
部
会
幹
事

富
岳
物
産
㈱
　
　
　
浅
沼
　
歌
子
様

署
長
感
謝
状

理
事
・
青
年
部
会
上
野
原
支
部
長

㈱
鈴
木
製
作
所
　
　
鈴
木
　
誠
一
様

理
事
相
当
・
青
年
部
会
顧
問

㈱
ユ
ー
シ
ン

荻
原
　
秀
祥
様

関
係
民
間
団
体
長
会
会
長
感
謝
状

理
事
・
西
桂
支
部
長

㈱
渡
辺
商
店

渡
邉
　
　
稔
様

理
事
相
当
・
青
年
部
会
顧
問

中
村
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
㈱

中
村
　
　
武
様

理
事
相
当

都
留
信
用
組
合
　

天
野
　
一
則
様

理
事
相
当
・
青
年
部
会
事
業
委
員
長

㈱
エ
ム
テ
ィ
ー
シ
ー

松
浦
　
潤
一
様

理
事
相
当
・
女
性
部
会
会
計

㈲
天
下
茶
屋

外
川
正
知
恵
様

女
性
部
会
幹
事

谷
内
建
設
㈱

谷
内
江
美
子
様

平
成
二
十
七
年
度

納
税
表
彰

富岳物産㈱
浅沼　歌子様

㈱鈴木製作所
鈴木　誠一様

㈱ユーシン
荻原　秀祥様

㈱渡辺商店
渡邉　　稔様

㈱エムティーシー
松浦　潤一様

㈲天下茶屋
外川正知恵様

谷内建設㈱
谷内江美子様

細谷憲二様

中村エンジニアリング㈱
中村　　武様

都留信用組合
天野　一則様

(4)

国
税
長
官
表
彰

申
告
納
税
制
度
の
普
及
発
展
に
務
め
、

納
税
思
想
の
向
上
に
顕
著
な
功
績
が
あ
っ

た
人
々
に
贈
ら
れ
る
「
二
〇
一
五
年
度
財

務
大
臣
、
国
税
庁
長
官
納
税
表
彰
」
が
十

月
二
十
一
日
㈬
、
東
京
都
港
区
の
三
田
共

用
会
議
所
に
於
い
て
開
催
さ
れ
、
当
会
会

長
の
細
谷
憲
二
氏
が
国
税
庁
長
官
表
彰
を

受
彰
さ
れ
ま
し
た
。

細
谷
会
長
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。



化
の
実
現
を
！

●
中
小
企
業
の
円
滑
な
事
業
承
継
の
た
め

に
、
欧
州
並
み
の
本
格
的
な
税
制
の
創

設
を
！

大
会
を
終
え
た
翌
日
は
、
う
ず
し
お
観

潮
船
に
乗
っ
て
世
界
三
大
潮
流
に
も
数
え

ら
れ
る
鳴
門
の
渦
潮
の
迫
力
を
体
感
、
伝

統
芸
能
阿
波
人
形
浄
瑠
璃
の
鑑
賞
、
徳
島

市
の
シ
ン
ボ
ル
眉
山
山
頂
か
ら
の
市
内
一

望
、
阿
波
踊
り
会
館
で
は
阿
波
踊
り
の
実

演
と
体
験
し
二
人
が
賞
を
獲
り
ま
し
た
。

夜
に
は
徳
島
か
ら
香
川
へ
移
動
し
、
こ
ん

ぴ
ら
温
泉
に
宿
泊
。
本
宮
ま
で
の
石
段
が

七
八
五
段
の
金
刀
比
羅
宮
へ
の
参
拝
。
讃

岐
富
士
を
眺
め
、
本
場
讃
岐
う
ど
ん
を
堪

能
し
、
徳
島
、
香
川
の
名
所
・
旧
跡
・
グ

ル
メ
を
満
喫
し
た
楽
し
い
大
会
で
し
た
。

次
回
は
平
成
二
十
八
年
十
月
二
十
日
㈭

長
崎
大
会
で
す
。

正
副
会
長
・
総
務
委
員

合
同
会
議

第
三
回
理
事
会

平
成
二
十
七
年
十
月
十
九
日
㈪
午
前
十

時
・
十
一
時
よ
り
大
月
法
人
会
館
に
於
い

て
開
催
。
審
議
事
項
に
つ
い
て
は
、
全
項

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

審
議
事
項

一
、
平
成
二
十
七
年
度
上
期
活
動
報
告

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

対
応
セ
ミ
ナ
ー

平
成
二
十
七
年
九
月
十
一
日
㈮
、
ア
ピ

オ
プ
ラ
ザ
都
留
に
於
い
て
開
催
。
特
定
社

会
保
険
労
務
士
の
佐
川
陽
子
先
生
よ
り
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
概
要
及
び
具
体
的

な
実
務
対
応
等
に
つ
い
て
の
説
明
を
行
っ

て
頂
き
ま
し
た
。

十
月
か
ら
の
個
人
番
号
・
法
人
番
号
の

通
知
と
一
月
か
ら
の
利
用
開
始
が
迫
る

中
、
百
二
十
四
名
の
出
席
者
は
、
熱
心
に

聴
講
。
説
明
終
了
後
に
は
個
別
の
質
問
・

相
談
に
大
勢
の
列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

対
策
セ
ミ
ナ
ー

平
成
二
十
七
年
十
月
五
日
㈪
、
Ａ
Ｉ
Ｕ

損
害
保
険
㈱
と
の
共
催
に
よ
り
、
大
月
法

人
会
館
に
於
い
て
開
催
。
Ａ
Ｉ
Ｕ
損
害
保

険
㈱
リ
ス
ク
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
部
委
託

講
師
の
鳥
海
隆
氏
に
よ
り
、
新
た
に
義
務

化
さ
れ
る
「
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
」
の
ポ

イ
ン
ト
と
企
業
の
安
全
・
健
康
配
慮
義
務

に
つ
い
て
の
理
解
や
労
災
補
償
・
損
害
賠

償
な
ど
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
わ
か
り
易

く
解
説
し
て
頂
き
ま
し
た
。

第
三
十
二
回

法
人
会
全
国
大
会

平
成
二
十
七
年
十
月
八
日
㈭
徳
島
県
立

産
業
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
。
当
会

よ
り
細
谷
会
長
以
下
九
名
、
全
国
よ
り
約

千
八
百
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

第
一
部
で
は
「
日
本
の
山
里
に
、
こ
ん

な
仕
事
・
移
住
企
業
も
あ
り
ま
す
よ
〜
」

と
題
し
、
㈱
い
ろ
ど
り
代
表
取
締
役
社
長

の
横
石
知
二
氏
と
特
定
非
営
利
活
動
法
人

グ
リ
ー
ン
バ
レ
ー
理
事
長
の
大
南
信
也
氏

二
人
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
な
り
、
公
益
財
団

法
人
徳
島
経
済
研
究
所
理
事
長
の
田
村
耕

一
氏
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
た
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し

た
。第

二
部
式
典
で
は
、
池
田
弘
一
全
法
連

会
長
の
挨
拶
に
始
ま
り
、
多
数
の
ご
来
賓

の
中
か
ら
中
原
国
税
庁
長
官
、
飯
泉
徳
島

県
知
事
、
原
徳
島
市
長
の
祝
辞
を
賜
り
、

会
員
増
強
、
研
修
参
加
率
向
上
、
福
利
厚

生
制
度
推
進
等
の
表
彰
と
税
制
改
正
提
言

及
び
青
年
部
会
に
よ
る
租
税
教
育
活
動
の

報
告
が
あ
り
、
最
後
に
全
国
の
会
員
企
業

の
創
意
と
し
て
、
平
成
二
十
八
年
度
税
制

改
正
提
言
の
実
現
を
強
く
求
め
る
大
会
宣

言
が
為
さ
れ
た
。
な
お
福
利
厚
生
制
度
推

進
に
お
け
る
表
彰
を
当
会
が
受
彰
致
し
ま

し
た
こ
と
を
報
告
し
ま
す
。
　
　
　
　

二
十
八
年
度
税
制
改
正
ス
ロ
ー
ガ
ン

●
厳
し
い
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、
国
・
地

方
と
も
行
財
政
改
革
の
徹
底
を
！

●
中
小
企
業
の
力
強
い
成
長
な
く
し
て
、

真
の
経
済
再
生
な
し
！

●
法
人
の
実
効
税
率
を
早
期
に
二
十
％
台

に
引
き
下
げ
、
軽
減
税
率
十
五
％
本
則

(5)



(6)

及
び
代
表
理
事
・
業
務
執
行
理
事
の

職
務
執
行
状
況
報
告
の
件

二
、
平
成
二
十
七
年
度
上
期
会
計
報
告

三
、
平
成
二
十
八
年
新
春
講
演
会
・
賀
詞

交
歓
会
開
催
の
件

四
、
関
係
民
間
団
体
長
会
会
長
感
謝
状
受

彰
者
推
薦
の
件

五
、
山
梨
県
公
益
認
定
等
審
議
会
立
入
検

査
結
果
の
件

報
告
事
項

一
、
今
後
の
主
要
事
業
に
つ
い
て

二
、
第
三
十
二
回
法
人
会
全
国
大
会
徳
島

大
会
参
加
報
告
に
つ
い
て

三
、
会
員
状
況
及
び
会
員
増
強
に
つ
い
て

四
、
そ
の
他

⑴
会
費
未
納
先
へ
の
対
応
に
つ
い
て

⑵
法
人
会
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
シ
ス
テ

ム
新
規
登
録
協
力
に
つ
い
て

⑶
自
主
点
検
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
・
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク（
入
門
編
）に
つ
い
て

⑷
河
口
湖
東
西
支
部
研
修
会
・
時
別

講
演
会
参
加
者
募
集
に
つ
い
て

上
野
原
支
部
総
会
及
び

税
務
研
修
会

八
月
二
十
日
㈭
、午
後
四
時
か
ら
開
催
。

税
務
署
よ
り
潮
統
括
官
、
中
山
上
席
官
に

も
ご
同
席
頂
き
十
九
名
が
参
加
。
研
修
会

で
は
、「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て
」

と
題
し
て
中
山
上
席
官
よ
り
ご
説
明
を
頂

き
、
出
席
者
は
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
真
剣

に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

続
い
て
支
部
総
会
を
開
催
し
、
二
十
六

年
度
事
業
報
告
及
び
会
計
報
告
が
承
認
さ

れ
、
二
十
七
年
度
の
事
業
計
画
を
決
議
。

今
年
度
は
女
性
部
会
の
絵
画
と
青
年
部
会

の
標
語
が
支
部
担
当
と
な
り
、
進
捗
状
況

と
今
後
の
予
定
を
確
認
し
協
力
を
お
願
い

し
ま
し
た
。
会
員
増
強
は
前
年
と
同
じ
目

標
を
掲
げ
て
、
参
加
者
各
位
の
協
力
に
よ

る
増
強
活
動
を
行
う
事
を
申
し
合
わ
せ
、

保
険
会
社
様
よ
り
福
利
厚
生
制
度
の
ご
案

内
頂
き
、
総
会
議
案
を
終
了
し
ま
し
た
。

ご
来
賓
の
潮
統
括
官
よ
り
ご
挨
拶
を
頂
き

ま
し
た
が
、
初
め
て
の
女
性
統
括
官
に
対

し
参
加
者
よ
り
大
き
な
拍
手
を
送
り
、
歓

迎
の
様
子
が
窺
え
ま
し
た
。

席
を
移
し
新
名
副
会
長
に
よ
る
乾
杯
の

ご
発
生
に
て
意
見
交
換
会
が
始
ま
り
、
和

や
か
な
う
ち
に
時
間
が
過
ぎ
て
閉
会
し
ま

し
た
。
出
席
の
皆
様
に
は
お
忙
し
い
中
大

変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
も

支
部
活
動
に
ご
協
力
下
さ
い
ま
す
様
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

上
野
原
支
部
長
　
山
口
　
照
義

富
士
吉
田
支
部
役
員
会

十
月
五
日
㈪
午
前
十
一
時
よ
り
都
留
信

用
組
合
本
店
五
階
会
議
室
に
於
い
て
、
大

月
税
務
署
よ
り
中
山
上
席
官
を
来
賓
と
し

て
ご
臨
席
賜
り
、総
勢
二
十
五
名
が
出
席
。

次
の
議
事
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

議
　
事

一
、
新
設
法
人
及
び
各
地
区
の
非
加
入
法

人
の
会
員
獲
得
に
つ
い
て

二
、
平
成
二
十
八
年
度
富
士
吉
田
支
部
セ

ミ
ナ
ー
に
つ
い
て

※
タ
ッ
キ
ー
先
生
こ
と
滝
村
佳
子
氏

に
よ
る
仮
題「
か
ら
だ
の
通
訳
者
」

に
決
定

三
、
そ
の
他

都
留
支
部
税
務
研
修
会

合
同
役
員
会

十
月
二
十
三
日
㈮
午
後
四
時
三
十
分
、

山
一
会
館
に
於
い
て
、
青
年
部
会
・
女
性

部
会
と
の
合
同
に
よ
る
支
部
税
務
研
修
会

及
び
支
部
合
同
役
員
会
を
開
催
。
総
勢
二

十
九
名
が
出
席
し
、
大
月
税
務
署
よ
り
潮

あ
ゆ
み
統
括
官
と
中
山
淳
上
席
官
、
ま
た

大
同
生
命
保
険
㈱
よ
り
平
田
勝
己
課
長
外

計
五
名
の
ご
出
席
を
賜
り
ま
し
た
。

税
務
研
修
会
で
は
、
中
山
上
席
に
講
師

を
依
頼
し
、「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
」
に

つ
い
て
、
解
説
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

合
同
役
員
会
で
は
、
二
十
六
年
度
支
部

会
計
報
告
、
会
員
増
強
、
青
年
・
女
性
部

会
支
部
長
か
ら
の
連
絡
・
報
告
、
大
同
生

命
保
険
㈱
の
福
利
厚
生
商
品
の
案
内
等
、

予
定
さ
れ
た
議
事
を
終
了
し
ま
し
た
。

意
見
交
換
会
で
は
、
税
務
署
統
括
官
・

上
席
官
と
の
意
見
交
換
並
び
に
会
員
相
互

支
部
活
動
報
告



第
十
五
回
大
月
法
人
会

少
年
野
球
教
室

親
子
租
税
教
室

十
一
月
三
日
（
文
化
の
日
）、
山
中
湖

東
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
に
於
い
て
開
催
。
本

年
は
各
チ
ー
ム
の
日
程
都
合
が
つ
か
ず
、

野
球
大
会
は
見
送
り
と
な
り
ま
し
た
が
、

当
支
部
の
親
会
で
あ
る
山
中
湖
支
部
と
の

共
催
に
て
三
チ
ー
ム
、
六
十
三
名
の
児
童

と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に
、
元
プ
ロ
野
球

(7)

の
情
報
交
換
が
な
さ
れ
一
層
の
親
睦
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

大
月
支
部
会
議

税
務
研
修
会

十
一
月
二
十
六
日
㈭
午
後
三
時
、
大
月

税
務
署
会
議
室
に
於
い
て
開
催
。
大
月
税

務
署
か
ら
松
代
署
長
、
潮
統
括
官
、
中
山

上
席
官
、
大
同
生
命
保
険
㈱
よ
り
平
田
課

長
外
計
二
名
の
ご
出
席
を
賜
り
、
総
勢
二

十
九
名
が
出
席
い
た
し
ま
し
た
。

支
部
会
議
で
は
、
会
員
増
強
に
つ
い
て

の
協
議
、
自
主
点
検
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
・

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
（
入
門
編
）
の
説
明
、
青

年
・
女
性
部
会
か
ら
の
連
絡
・
報
告
、
大

同
生
命
保
険
㈱
の
福
利
厚
生
商
品
の
案
内

等
、予
定
さ
れ
た
議
事
を
終
了
し
ま
し
た
。

特
に
会
員
増
強
で
は
、
鯨
岡
支
部
長
よ
り

支
部
目
標
７
社
を
必
達
す
る
こ
と
を
確
認

し
、
支
部
役
員
へ
の
協
力
を
要
請
い
た
し

ま
し
た
。

税
務
研
修
会
で
は
、
中
山
上
席
に
講
師

を
依
頼
し
、「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
」
に

つ
い
て
、
解
説
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

意
見
交
換
会
で
は
、
税
務
署
長
・
統
括

官
・
上
席
官
を
交
え
て
意
見
交
換
並
び
に

会
員
相
互
の
情
報
交
換
が
な
さ
れ
一
層
の

親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

大
月
支
部
副
支
部
長
兼
事
務
局
長

堀
江
　
俊
隆

河
口
湖
東
西
支
部
主
催

税
務
研
修
会
及
び

特
別
講
演
会

十
月
二
十
七
日
㈫
午
後
二
時
よ
り
、
富

士
レ
ー
ク
ホ
テ
ル
に
於
い
て
開
催
し
、
一

般
含
め
百
二
十
六
名
が
出
席
。
私
、
東
支

部
長
の
開
会
挨
拶
に
続
き
、
来
賓
挨
拶
を

大
月
税
務
署
法
人
課
税
第
一
部
門
統
括
官

の
潮
あ
ゆ
み
様
に
頂
き
ま
し
た
。

税
務
研
修
会
で
は
、
大
月
税
務
署
法
人

課
税
第
一
部
門
審
理
上
席
官
の
中
山
淳
様

に
国
民
的
関
心
事
で
あ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
に
つ
い
て
、
そ
の
対
応
な
ど
分
か
り

易
く
解
説
し
て
頂
き
ま
し
た
。

特
別
講
演
会
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
心
理
学
の
小
島
敦
子
先
生
に
、
職
場

を
明
る
く
活
気
が
出
る
相
互
理
解
を
深
め

る
た
め
の
会
話
術
な
ど
、
受
講
者
参
加
型

の
講
演
に
よ
り
職
場
で
す
ぐ
に
役
立
つ
ス

キ
ル
を
身
に
付
け
て
頂
き
ま
し
た
。

当
地
で
は
富
士
山
世
界
遺
産
登
録
以

後
、
円
安
も
手
伝
っ
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客

が
急
増
し
、
ま
る
で
海
外
の
観
光
地
に
い

る
か
の
よ
う
で
す
。
湖
畔
で
は
今
週
末
か

ら
「
紅
葉
ま
つ
り
」
が
始
ま
り
、
さ
ら
に

賑
や
か
に
な
り
ま
す
。
出
席
者
の
皆
様
に

は
、
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
頂
き
ま
し
て
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

河
口
湖
東
支
部
長
　
梶
原
　
信
行

青
年
部
会
活
動
報
告
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選
手
の
屋
鋪
要
氏
を
お
迎
え
し
、
親
子
一

緒
と
な
っ
て
の
野
球
教
室
と
税
金
○
×
ク

イ
ズ
を
実
施
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
　
　
　

開
会
式
で
は
、
山
中
湖
村
教
育
長
の
椙

浦
陽
様
よ
り
ご
祝
辞
を
賜
り
、
ま
た
大
月

税
務
署
よ
り
、
潮
あ
ゆ
み
統
括
様
と
中
山

淳
上
席
様
に
も
早
朝
よ
り
ご
臨
席
を
賜

り
、
今
回
の
両
教
室
に
お
力
添
え
を
頂
き

ま
し
た
こ
と
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

更
に
、大
月
税
務
署
の
中
山
上
席
様
に
は
、

児
童
向
け
に
わ
か
り
易
く
税
に
つ
い
て
の

講
話
を
頂
き
、
そ
の
講
話
を
基
に
青
年
部

各
支
部
の
協
力
を
頂
く
中
、
税
金
○
×
ク

イ
ズ
を
行
い
、
楽
し
み
な
が
ら
児
童
や
保

護
者
の
皆
様
方
に
『
税
』
に
対
す
る
知
識

と
興
味
を
持
っ
て
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。結

び
に
、
本
大
会
が
沢
山
の
皆
様
の
ご

支
援
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
、
改
め

て
感
謝
を
申
し
上
げ
、報
告
と
致
し
ま
す
。

青
年
部
会
忍
野
・
山
中
湖
支
部
長

三
浦
　
　
信

第
三
十
一
回

『
高
校
生
の
税
に
関
す
る

標
語
』
表
彰
式

青
年
部
会
の
『
高
校
生
の
税
に
関
す
る

標
語
』
募
集
事
業
も
今
回
で
三
十
一
回
目

を
迎
え
、
大
月
税
務
署
管
内
の
高
校
生
を

対
象
に
税
意
識
の
高
揚
と
地
方
・
国
家
財

政
に
関
心
を
持
っ
て
頂
く
こ
と
を
目
的
と

し
た
伝
統
的
な
租
税
教
育
事
業
で
す
。
本

年
度
は
上
野
原
支
部
が
担
当
し
、
上
野
原

高
校
、
日
大
明
誠
高
校
の
二
校
か
ら
千
三

百
三
十
四
点
に
も
及
ぶ
多
数
の
応
募
を
頂

き
ま
し
た
。
支
部
に
よ
る
一
次
選
考
を
経

て
、
十
月
七
日
に
法
人
会
館
に
於
い
て
最

終
選
考
会
を
開
催
し
、大
月
税
務
署
長
賞
、

上
野
原
市
長
賞
外
計
三
十
一
点
の
優
秀
作

品
を
選
出
致
し
ま
し
た
。

十
一
月
十
三
日
㈮
、『
税
を
考
え
る
週

間
』
に
合
わ
せ
、
上
野
原
市
も
み
じ
ホ
ー

ル
に
於
い
て
、
江
口
上
野
原
市
長
、
松
代

大
月
税
務
署
長
、
潮
統
括
官
、
中
山
上
席

官
、
桑
原
税
理
士
会
大
月
支
部
長
を
ご
来

賓
に
、
ま
た
大
月
法
人
会
よ
り
細
谷
会
長

外
大
勢
の
役
員
の
ご
出
席
を
頂
き
盛
大
に

表
彰
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
受
賞
者
の

皆
さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

結
び
に
あ
た
り
、
今
回
の
税
に
関
す
る

標
語
募
集
に
ご
支
援
・
ご
協
力
を
頂
き
ま

し
た
上
野
原
高
校
及
び
日
大
明
誠
高
校
の

両
校
を
始
め
と
す
る
関
係
各
位
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

青
年
部
会
上
野
原
支
部
長

鈴
木
　
誠
一
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第
二
十
九
回

全
国
青
年
の
集
い
茨
城
大
会

平
成
二
十
七
年
十
一
月
十
九
日
㈭
か
ら

二
十
日
㈮
に
か
け
て
、
県
立
茨
城
県
民
文

化
セ
ン
タ
ー
を
メ
イ
ン
会
場
に
全
国
よ
り

三
千
名
を
超
え
る
青
年
部
会
員
が
集
ま
り

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
月
法
人
会

青
年
部
会
か
ら
は
小
佐
野
部
会
長
以
下
総

勢
二
十
三
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る
「
漫
遊
い
ば

ら
ぎ
　
〜
常
世
の
国
　
魁
の
地
に
て
　
感

性
を
磨
け
〜
」
の
も
と
、
今
後
の
租
税
教

育
活
動
に
つ
い
て
、
全
国
の
青
年
部
会
員

が
集
い
、
議
論
す
る
こ
と
で
自
ら
の
感
性

第31回　高校生の税に関する標語受賞作品
大
月
税
務
署
長
賞

税
金
は
　
明
日
の
日
本
の
　
エ
ネ
ル
ギ
ー

上
野
原
高
校
一
年
二
組
大
神
田
　
詩
織

上
野
原
市
長
賞

税
金
で
　
人
に
優
し
い
　
町
づ
く
り

上
野
原
高
校
三
年
五
組
松
本
　
菜
々
子

東
京
地
方
税
理
士
会
大
月
支
部
長
賞

あ
ら
簡
単
　
納
税
シ
ス
テ
ム
　
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ

日
大
明
誠
高
校
二
年
一
組
志
村
　
裕
樹

大
月
法
人
会
長
賞

税
金
で
　
国
も
地
域
も
　
活
性
化

日
大
明
誠
高
校
三
年
二
組
沼
尻
　
茉
奈

青
年
部
会
長
賞

納
税
は
　
豊
か
な
国
へ
の
　
第
一
歩

日
大
明
誠
高
校
一
年
二
組
木
下
　
菜
央

金
　
賞

納
税
は
　
明
日
を
創
る
　
第
一
歩

上
野
原
高
校
一
年
四
組
河
野
　
歩
未

考
え
よ
う
　
税
に
つ
い
て
の
　
大
切
さ

日
大
明
誠
高
校
三
年
七
組
湯
川
美
沙
希

銀
　
賞

ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
　
使
っ
て
み
よ
う
　
こ
の
速
さ

上
野
原
高
校
二
年
五
組
佐
藤
　
宝
成

ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
　
使
え
ば
便
利
　
簡
単
だ

日
大
明
誠
高
校
一
年
八
組
八
木
花
の
ん

銅
　
賞

税
金
が
　
つ
な
ぐ
未
来
は
　
無
限
大

上
野
原
高
校
三
年
二
組
佐
藤
　
奨
馬

つ
な
げ
よ
う
　
未
来
に
僕
ら
の
　
税
金
を

日
大
明
誠
高
校
一
年
三
組
松
田
　
陽
向

佳
　
作

納
税
者
　
日
本
を
担
う
　
功
労
者

上
野
原
高
校
三
年
五
組
矢
ケ
崎
修
斗

世
の
中
を
　
支
え
る
税
金
　
大
切
に

上
野
原
高
校
二
年
五
組
市
川
　
　
澄

そ
の
税
が
　
明
日
の
我
身
を
　
守
る
盾

上
野
原
高
校
二
年
五
組
山
中
　
奨
和

納
税
で
　
安
心
つ
く
る
　
社
会
の
輪

上
野
原
高
校
一
年
五
組
山
崎
　
佑
奈

税
金
は
　
明
る
い
未
来
へ
の
　
第
一
歩

上
野
原
高
校
三
年
二
組
佐
藤
恵
理
菜

税
金
は
　
日
本
の
未
来
を
　
支
え
ま
す

日
大
明
誠
高
校
一
年
六
組
村
松
ひ
ま
り

納
め
よ
う
　
全
国
共
通
　
貯
金
箱

日
大
明
誠
高
校
二
年
二
組
山
田
　
恵
菜

や
っ
て
み
よ
う
　
納
税
シ
ス
テ
ム
　
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ

日
大
明
誠
高
校
二
年
七
組
岡
部
　
翔
太

税
無
く
て
　
皆
の
生
活
　
成
り
立
た
ず

日
大
明
誠
高
校
三
年
一
組
佐
藤
　
大
貴

税
金
は
　
日
本
の
社
会
を
　
支
え
て
る

日
大
明
誠
高
校
三
年
四
組
高
山
さ
く
ら

入
　
選

税
金
は
　
未
来
の
た
め
の
　
自
己
投
資

上
野
原
高
校
三
年
五
組
澤
井
　
　
力

税
の
こ
と
　
早
く
知
っ
て
も
　
損
は
な
い

上
野
原
高
校
三
年
五
組
天
野
　
初
音

働
い
て
　
し
っ
か
り
税
金
　
納
め
よ
う

上
野
原
高
校
一
年
二
組
春
風
　
一
郎

住
み
や
す
い
　
社
会
作
れ
る
　
税
金
で

上
野
原
高
校
一
年
五
組
上
條
　
　
望

将
来
に
　
希
望
を
持
っ
て
　
納
税
だ

上
野
原
高
校
三
年
一
組
加
納
　
　
彩

し
っ
か
り
と
　
税
を
納
め
て
い
い
国
に

日
大
明
誠
高
校
一
年
三
組
宇
野
明
日
香

税
金
で
　
つ
く
ろ
う
み
ん
な
の
　
安
心
未
来

日
大
明
誠
高
校
二
年
四
組
塚
本
　
樹
羅

消
費
税
　
あ
げ
る
前
に
　
無
駄
省
け

日
大
明
誠
高
校
三
年
三
組
上
田
皓
太
朗

や
っ
て
み
よ
う
　
み
ん
な
で
納
税
　
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ

日
大
明
誠
高
校
二
年
二
組
中
鍛
冶
あ
い
り

税
金
は
　
夢
と
希
望
の
　
た
ま
て
ば
こ

日
大
明
誠
高
校
二
年
六
組
古
川
　
将
吾
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を
磨
き
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
持
ち
帰
り
、

更
な
る
充
実
と
発
展
を
目
指
そ
う
と
い
う

強
い
思
い
が
込
め
ら
れ
た
大
会
と
な
り
ま

し
た
。
私
ど
も
大
月
法
人
会
青
年
部
会
も

東
京
国
税
局
管
内
の
代
表
と
し
て
、
三
十

一
年
の
長
き
に
亘
る
青
年
部
会
の
租
税
教

育
活
動
の
歴
史
と
な
る
【
高
校
生
の
税
の

標
語
・
法
人
会
少
年
野
球
・
小
学
生
の
職

場
体
験
】を
発
表
し
、高
い
評
価
を
戴
く
こ

と
も
出
来
ま
し
た
。
今
大
会
に
参
加
し
た

部
会
員
全
員
が
こ
の
大
会
で
得
た
も
の
を

持
ち
帰
り
、
今
後
の
青
年
部
会
の
発
展
に

寄
与
で
き
る
も
の
と
確
信
致
し
ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
租
税
教
育
活
動
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
作
成
に
関
わ
り
ま

し
た
全
て
の
部
会
員
の
皆
様
、
本
当
に
素

晴
ら
し
い
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
お
疲
れ
様
で
し
た
。

青
年
部
会
事
業
委
員
長
　
松
浦
　
潤
一

青
年
部
会

環
富
士
山
交
流
会

平
成
二
十
七
年
九
月
四
日
㈮
、
三
島
パ

ッ
パ
ト
リ
ア
に
於
い
て
、
環
富
士
山
交
流

会
打
合
せ
会
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
会

か
ら
は
小
佐
野
青
年
部
会
長
、
松
浦
事
業

委
員
長
が
出
席
。
平
成
二
十
八
年
一
月
十

六
日
に
三
島
田
方
法
人
会
が
当
番
幹
事
と

な
り
、
第
三
回
目
と
な
る
交
流
会
を
開
催

す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

第
十
七
回

「
税
金
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」

最
終
選
考
会
・
表
彰
式

十
月
七
日
㈬
、
最
終
選
考
会
を
大
月
法

人
会
館
に
於
い
て
開
催
。
応
募
作
品
七
十

九
点
の
中
か
ら
、
大
月
税
務
署
長
賞
を
始

め
と
す
る
二
十
九
点
の
優
秀
作
品
を
選
出

い
た
し
ま
し
た
。

十
一
月
二
十
五
日
㈬
、
表
彰
式
を
上
野

原
小
学
校
に
於
い
て
開
催
。税
務
署
長
賞
、

上
野
原
市
長
賞
、
税
理
士
会
支
部
長
賞
、

法
人
会
長
賞
、
女
性
部
会
長
賞
の
受
賞
者

九
名
に
、
松
代
税
務
署
長
と
志
村
女
性
部

会
長
か
ら
賞
状
、
記
念
品
、
副
賞
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。
入
選
作
品
は
オ
ギ
ノ
上
野

原
店
に
展
示
後
、
十
一
月
十
二
日
か
ら
大

月
税
務
署
一
階
ロ
ビ
ー
に
展
示
し
て
あ
り

ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。

作
品
に
は
税
金
教
室
で
学
ん
だ
事
が
描

か
れ
て
い
て
、
税
金
に
つ
い
て
の
理
解
と

関
心
を
持
た
れ
た
も
の
と
感
じ
ま
し
た
。

税
金
が
次
代
を
担
う
子
供
た
ち
に
と
っ
て

も
明
る
い
社
会
を
造
っ
て
く
れ
る
も
の
と

願
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
度
の
「
税
金
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」

に
ご
協
力
・
ご
尽
力
を
頂
き
ま
し
た
上
野

原
小
学
校
を
始
め
と
す
る
関
係
各
位
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

女
性
部
会
上
野
原
支
部
長

田
村
　
夏
子

女
性
部
会
活
動
報
告

青
連
協
セ
ミ
ナ
ー
研
修
会

平
成
二
十
七
年
九
月
十
四
日
㈪

甲
府
法
人
会
館

県
連
サ
ッ
カ
ー
教
室

平
成
二
十
七
年
十
一
月
三
日
㈫

敷
島
総
合
公
園



小
学
生
の
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

入

賞

作

品

大月税務署長賞 近藤　京佳

上野原市長賞 池田　知捺

税理士会大月支部長賞 木下　知里大月法人会長賞 中村　彩楽

女性部会長賞 武原佳菜子 女性部会長賞 石井　菜摘

女性部会長賞 堀内　華乃

女性部会長賞 白﨑　彩里女性部会長賞 小林　美咲

(11)



第
十
一
回

施
設
慰
問
を
終
え
て

十
月
十
六
日
㈮
、
十
一
回
目
と
な
る
慰

問
を
大
月
市
賑
岡
町
浅
利
の
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
「
サ
ン
コ
ー
ト
大
月
」
に
て
行

い
ま
し
た
。（
出
席
者
二
十
六
名
）

今
回
は
施
設
か
ら
の
申
し
出
に
甘
え

て
、
入
所
し
て
い
る
皆
さ
ん
と
同
じ
メ
ニ

ュ
ー
の
昼
食
を
ご
馳
走
に
な
り
ま
し
た
。

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
し
っ
か
り
し
た
、
体
に

優
し
い
、
美
味
し
い
昼
食
を
味
わ
い
な
が

ら
楽
し
い
会
話
が
弾
み
ま
し
た
。
大
変
貴

重
な
体
験
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

午
後
一
時
よ
り
舞
踊
・
コ
ー
ラ
ス
の
披

露
や
手
遊
び
等
、
お
年
寄
り
も
、
障
害
者

の
方
々
も
生
き
生
き
と
し
た
表
情
で
、
一

緒
に
大
き
な
声
で
歌
っ
た
り
、
手
足
を
動

か
し
た
り
、
有
意
義
な
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

遠
方
よ
り
出
席
さ
れ
た
部
会
員
の
皆
様

コ
ー
ラ
ス
部
の
皆
様
に
は
ご
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

女
性
部
会
大
月
副
支
部
長

清
水
美
恵
子

(12)

大
月
税
務
署
長
賞

上
野
原
小
学
校

六
年
三
組

近
　
藤
　
京
　
佳

上

野

原

市

長

賞

上
野
原
小
学
校

六
年
三
組

池
　
田
　
知
　
捺
　

税
理
士
会
支
部
長
賞

上
野
原
小
学
校

六
年
一
組

木
　
下
　
知
　
里

法

人

会

長

賞

上
野
原
小
学
校

六
年
二
組

中
　
村
　
彩
　
楽

女

性

部

会

長

賞

上
野
原
小
学
校

六
年
一
組

武
　
原
　
佳
菜
子

〃

上
野
原
小
学
校

六
年
二
組

石
　
井
　
菜
　
楠
　

〃

上
野
原
小
学
校

六
年
二
組

白
　
﨑
　
彩
　
里

〃

上
野
原
小
学
校

六
年
三
組

小
　
林
　
美
　
咲

〃

上
野
原
小
学
校

六
年
三
組

堀
　
内
　
華
　
乃

佳
　
　
　
　
　
　
作

上
野
原
小
学
校

六
年
一
組

網
　
野
　
小
　
羽

〃

上
野
原
小
学
校

六
年
一
組

安
　
藤
　
愛
　
彩

〃

上
野
原
小
学
校

六
年
一
組

臼
　
井
　
　
　
結

〃

上
野
原
小
学
校

六
年
一
組

小
　
俣
　
初
　
寧

〃

上
野
原
小
学
校

六
年
一
組

白
　
鳥
　
優
　
華

〃

上
野
原
小
学
校

六
年
一
組

中
　
島
　
晶
　
輝

〃

上
野
原
小
学
校

六
年
一
組

山
　
﨑
　
流
　
亜

〃

上
野
原
小
学
校

六
年
二
組

長
　
田
　
良
　
太

〃

上
野
原
小
学
校

六
年
二
組

新
　
名
　
勇
　
介

〃

上
野
原
小
学
校

六
年
二
組

今
　
井
　
璃
　
音

〃

上
野
原
小
学
校

六
年
二
組

氏
　
家
　
優
　
奈

〃

上
野
原
小
学
校

六
年
二
組

小
　
俣
　
心
　
優

〃

上
野
原
小
学
校

六
年
二
組

野
　
伏
　
千
　
尋

〃

上
野
原
小
学
校

六
年
二
組

花
　
本
　
舞
　
音

〃

上
野
原
小
学
校

六
年
二
組

山
　
野
　
樹
　
里

〃

上
野
原
小
学
校

六
年
三
組

坂
　
本
　
恭
　
一

〃

上
野
原
小
学
校

六
年
三
組

市
　
川
　
　
　
舞

〃

上
野
原
小
学
校

六
年
三
組

上
　
條
　
瑠
　
依

〃

上
野
原
小
学
校

六
年
三
組

白
　
鳥
　
乃
　
亜

〃

上
野
原
小
学
校

六
年
三
組

鷹
　
取
　
梨
　
苑

平
成
二
十
七
年
度
女
性
部
会
主
催

第
十
七
回
小
学
生
に
よ
る
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
作
品

女
性
部
会
税
務
研
修
会

役
員
会

平
成
二
十
七
年
九
月
十
八
日
㈮

大
月
法
人
会
館



(13)

組
織
厚
生
委
員
会

平
成
二
十
七
年
八
月
十
八
日
㈫
　
十
八
名

ホ
テ
ル
鐘
山
苑

広
報
封
入
作
業

平
成
二
十
七
年
九
月
一
日
㈫
　
八
名

大
月
法
人
会
館

県
連
主
催
絵
は
が
き

コ
ン
ク
ー
ル
審
査
会

平
成
二
十
七
年
九
月
二
十
九
日
㈫

甲
府
法
人
会
館

女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム

山
梨
大
会
準
備
委
員
会

平
成
二
十
七
年
九
月
二
十
九
日
㈫

十
二
月
八
日
㈫
　
甲
府
法
人
会
館

研
修
・
税
制
委
員
会

平
成
二
十
七
年
九
月
三
日
㈭
　
十
五
名

大
月
法
人
会
館

東
京
地
方
税
理
士
会

大
月
支
部
五
十
周
年
式
典

平
成
二
十
七
年
十
月
六
日
㈫

ハ
イ
ラ
ン
ド
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
＆
ス
パ

第
三
十
回
中
学
生
に
よ
る

税
金
弁
論
大
会

平
成
二
十
七
年
十
一
月
五
日
㈭

都
留
市
立
都
留
第
二
中
学
校

年
末
調
整
説
明
会(

大
月
市
）

平
成
二
十
七
年
十
一
月
六
日
㈮

大
月
市
民
会
館



広
報
委
員
会

平
成
二
十
七
年
十
一
月
九
日
㈪

十
名

大
月
法
人
会
館

税
制
改
正
提
言
書
提
出(

大
月
市)

平
成
二
十
七
年
十
一
月
十
二
十
六
日
㈭

大
月
市
役
所

税
制
改
正
提
言
書
提
出(

都
留
市)

平
成
二
十
七
年
十
一
月
十
三
日
㈮

都
留
市
役
所

(14)

年
末
特
別
研
修
会

平
成
二
十
七
年
十
二
月
十
一
日
㈮
　
　
　

富
士
レ
ー
ク
ホ
テ
ル

富
士
急
グ
ル
ー
プ
部
会
研
修
会

平
成
二
十
七
年
十
二
月
十
七
日
㈭
　
五
十
名

富
士
急
行
本
社

決
算
法
人
説
明
会

平
成
二
十
七
年
八
月
十
八
日
㈬
二
十
二
名

九
月
十
六
日
㈬
三
十
七
名

十
一
月
十
八
日
㈫
二
十
四
名

大
月
法
人
会
館

県
連
事
務
局
会
議

平
成
二
十
七
年
九
月
四
日
㈮
・
十
二
月
十
六
日
㈬

甲
府
法
人
会
館

県
連
広
報
委
員
会

平
成
二
十
七
年
九
月
十
六
日
㈬
　

甲
府
法
人
会
館



平成28年新春講演会　
賀詞交歓会のご案内

日　程　平成28年１月25日（月）

午後３時受付開始

会　場：ホテル鐘山苑

講演会：午後３時30分〜

（会場：フィオーレホール）

講　師：大月税務署長　松代 孝廣氏　　

演　題：「税制改正はこうして行われる」

賀詞交歓会：午後５時10分〜

（会場：シンフォニーホール）

会　    費：5,000円

東
京
国
税
局
と
の
意
見
交
換
会

平
成
二
十
七
年
十
月
二
十
二
日
㈭
　

常
磐
ホ
テ
ル

関
係
民
間
団
体
長
会
及
び

事
務
局
長
会
議

平
成
二
十
七
年
十
月
十
四
日
㈬

十
月
二
十
六
日
㈪

大
月
税
務
署

新
設
法
人
説
明
会

平
成
二
十
七
年
九
月
十
七
日
㈭
九
名

十
二
月
十
四
日
㈪
七
名

大
月
法
人
会
館

(15)

新
入
会
員
紹
介

○
株
式
会
社
た
か
む
ら
設
備

南
都
留
郡
山
中
湖
村
山
中
二
六
二
―
九
七

代
表
取
締
役
　
高
村
　
昌
久

○
有
限
会
社
山
昭

南
都
留
郡
山
中
湖
村
山
中
六

代
表
取
締
役
　
高
村
　
　
浩

○
株
式
会
社
ラ
イ
ズ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

上
野
原
市
上
野
原
二
〇
一
〇

代
表
取
締
役
　
中
村
　
　
仁

○
有
限
会
社
茶
居
夢

南
都
留
郡
山
中
湖
村
平
野
五
一
四
―
一
九

代
表
取
締
役
　
渡
邊
　
奈
津
子

○
株
式
会
社
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
Ｍ
Ｏ

南
都
留
郡
山
中
湖
村
山
中
六
三
―
二

代
表
取
締
役
　
羽
田
　
一
声

○
有
限
会
社
つ
ち
や

南
都
留
郡
山
中
湖
村
山
中
九
〇

代
表
取
締
役
　
槌
屋
　
　
正

○
株
式
会
社
渡
澄
工
業

富
士
吉
田
市
下
吉
田
五
六
四
五

代
表
取
締
役
　
渡
邊
　
澄
夫

○
有
限
会
社
テ
ィ
・
エ
ム
・
ワ
ー
ク
ス

南
都
留
郡
富
士
河
口
湖
町
船
津
四
六
一
三
―
四

代
表
取
締
役
　
轟
　
　
秀
明

○
有
限
会
社
名
原

大
月
市
富
浜
町
鳥
沢
九
四
七
―
七

代
表
取
締
役
　
名
原
　
章
朗

○
佐
野
石
材

大
月
市
猿
橋
町
殿
上
四
三
五
―
一

代
表
者
　
佐
野
　
家
永

○
有
限
会
社
カ
ス
タ
ム
ガ
レ
ー
ジ
ヒ
デ

大
月
市
賑
岡
町
浅
利
七
〇
七
―
二

代
表
取
締
役
　
長
坂
　
秀
樹

○
ア
シ
ザ
ワ
工
業
株
式
会
社

富
士
吉
田
市
小
明
見
二
〇
五
五
―
四

代
表
取
締
役
　
芦
沢
　
佳
秀



昨
年
の
県
内
景
気
を
振
り
返
り
ま
す

と
、
全
体
と
し
て
は
横
ば
い
圏
内
で
の
推

移
と
な
り
ま
し
た
。
春
先
以
降
は
、
生
産

面
で
増
勢
を
強
め
た
ほ
か
、
個
人
消
費
で

も
一
部
に
堅
調
な
動
き
が
み
ら
れ
る
な

ど
、
持
ち
直
し
に
向
か
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
夏
場
以
降
は
、
中
国
の
景
気
悪
化
を

受
け
て
、
生
産
面
で
減
速
感
が
窺
わ
れ
る

な
ど
弱
い
動
き
も
み
ら
れ
ま
し
た
。

今
年
の
県
内
経
済
を
展
望
し
ま
す
と
、

基
本
的
に
は
持
ち
直
し
傾
向
で
推
移
し
て

い
く
と
み
ら
れ
ま
す
。
年
前
半
は
、
生
産

面
で
機
械
工
業
を
中
心
に
上
向
い
て
い
く

一
方
、
需
要
面
は
個
人
消
費
が
横
ば
い
で

推
移
す
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
年

後
半
は
、
生
産
面
で
増
勢
が
強
ま
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
ほ
か
、
個
人
消
費
も
徐
々

に
持
ち
直
し
て
い
く
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま

す
。需

要
面
を
み
ま
す
と
、
個
人
消
費
は
、

生
活
必
需
品
の
価
格
上
昇
に
伴
う
節
約
志

向
の
強
ま
り
を
受
け
、
当
面
は
横
ば
い
圏

内
の
動
き
が
続
く
と
み
ら
れ
ま
す
。
し
か

し
、
年
後
半
に
は
、
雇
用
・
所
得
環
境
の

改
善
や
消
費
税
率
引
き
上
げ
前
の
駆
け
込

み
需
要
な
ど
か
ら
、
徐
々
に
持
ち
直
し
て

い
く
と
思
わ
れ
ま
す
。
設
備
投
資
は
、
当

面
は
維
持
・
更
新
投
資
が
中
心
に
な
る
と

思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
国
内
景
気
の
回

復
に
伴
い
先
行
き
に
対
す
る
不
透
明
感
が

払
し
ょ
く
さ
れ
て
い
く
に
連
れ
て
、
新
規

投
資
や
増
産
投
資
に
向
か
う
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。
公
共
投
資
は
、
中
部
横
断
自

動
車
道
関
連
工
事
な
ど
一
部
に
動
き
が
あ

る
も
の
の
、
全
体
と
し
て
は
低
調
に
推
移

す
る
と
み
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
観
光
産
業

に
お
い
て
は
、
外
国
人
観
光
客
の
入
込
み

が
引
き
続
き
高
水
準
で
推
移
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

生
産
面
を
み
ま
す
と
、
年
前
半
は
、
半

導
体
製
造
装
置
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
関
連

部
品
な
ど
を
中
心
に
上
向
い
て
い
く
と
思

わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
年
後
半
は
、
海
外
経

済
の
回
復
に
伴
い
輸
出
が
持
ち
直
し
て
い

く
に
連
れ
て
、
徐
々
に
増
勢
を
強
め
て
い

く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
一
方
、
ワ
イ

ン
、
宝
飾
品
、
ニ
ッ
ト
な
ど
の
地
場
産
業

に
お
い
て
は
、
消
費
者
の
節
約
志
向
や
輸

入
品
の
攻
勢
、
円
安
に
よ
る
原
材
料
価
格

の
上
昇
な
ど
か
ら
、
総
じ
て
厳
し
い
状
況

が
続
く
と
見
込
ま
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
競

争
力
の
あ
る
高
級
品
や
顧
客
ニ
ー
ズ
を
捉

え
た
自
社
ブ
ラ
ン
ド
商
品
の
開
発
・
提
供

な
ど
に
注
力
す
る
こ
と
で
、
需
要
を
取
り

込
む
チ
ャ
ン
ス
は
広
が
っ
て
い
く
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

さ
て
、
陰
陽
五
行
に
よ
る
と
、
平
成
二

十
八
年
は
「
丙
申
（
ひ
の
え
・
さ
る
）」

に
あ
た
り
ま
す
。「
丙
」
は
、
火
の
性
質

を
あ
ら
わ
し
、
樹
木
の
成
長
で
は
形
が
明

ら
か
に
な
る
姿
を
あ
ら
わ
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
申
」
は
、
こ
れ
に
人
偏
を
つ
け

た
伸
と
同
じ
で
真
っ
直
ぐ
に
伸
び
る
こ
と

を
意
味
し
て
お
り
、
新
し
い
力
の
伸
展
や

挑
戦
を
あ
ら
わ
し
て
い
ま
す
。こ
の
た
め
、

「
丙
申
」
は
、「
こ
れ
ま
で
の
努
力
が
形
に

な
り
、
さ
ら
な
る
成
長
に
向
け
て
挑
戦
を

続
け
る
」
年
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
し
ょ

う
か
。

昨
年
は
、
年
金
管
理
シ
ス
テ
ム
へ
の
サ

イ
バ
ー
攻
撃
に
よ
る
個
人
情
報
漏
え
い
問

題
や
、
マ
ン
シ
ョ
ン
杭
打
ち
デ
ー
タ
の
改

ざ
ん
問
題
な
ど
、
生
活
に
身
近
な
出
来
事

が
多
か
っ
た
一
方
、「
地
方
創
生
」
や

「
一
億
総
活
躍
社
会
」
の
実
現
に
向
け
た

新
た
な
取
組
み
な
ど
、
国
民
が
多
様
に
輝

け
る
時
代
の
到
来
を
予
感
さ
せ
る
話
題
も

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
で
歴
史
的
勝
利
を
挙
げ
て
日
本

中
を
沸
か
せ
た
ラ
グ
ビ
ー
日
本
代
表
の
五

郎
丸
歩
選
手
ら
の
活
躍
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ

面
で
は
厳
し
い
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
耐
え
て

き
た
選
手
達
が
大
き
な
成
果
を
出
し
た
一

年
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

平
成
二
十
八
年
は
、「
猿
の
尻
笑
い
」

と
言
わ
れ
ぬ
よ
う
、
自
分
の
行
動
や
欠
点

を
今
一
度
振
り
返
る
と
と
も
に
、「
猿
が

柿
あ
わ
す
」
と
い
う
諺
を
教
訓
に
、
何
事

に
も
あ
せ
ら
ず
、
忍
耐
強
く
挑
戦
し
続
け

る
年
に
し
た
い
も
の
で
す
。

平
成
二
十
八
年
の
県
内
経
済
の
展
望

山
梨
中
銀
経
営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
株
式
会
社

経
済
調
査
部
　
部
長
　

岡
　
本
　
新
　
一
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革
だ
け
で
は
解
消
困
難
な
ほ
ど
拡
大
し
て
し

ま
っ
た
。
持
続
可
能
な
社
会
保
障
制
度
の
確
立

と
財
政
健
全
化
の
両
立
を
目
的
と
す
る
社
会
保

障
と
税
の
一
体
改
革
で
、
消
費
税
引
き
上
げ
に

よ
る
社
会
保
障
財
源
確
保
と
い
う
歳
入
改
革
に

乗
り
出
し
た
の
は
こ
の
た
め
だ
が
、
ま
だ
ほ
ん

の
一
歩
に
過
ぎ
な
い
。

「
受
益
」
と
「
負
担
」
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が

解
消
に
向
か
わ
な
い
限
り
、
我
が
国
の
財
政
も

社
会
保
障
制
度
も
立
ち
行
か
な
く
な
る
。
そ
れ

は
国
民
の
間
に
将
来
不
安
を
醸
成
し
、
日
本
経

済
に
も
多
大
な
悪
影
響
を
及
ぼ
す
。
そ
う
し
た

事
態
を
回
避
す
る
に
は
、
中
長
期
的
に
歳
出
・

歳
入
一
体
で
強
力
な
改
革
に
取
り
組
む
こ
と
が

極
め
て
重
要
で
あ
ろ
う
。

１
、
財
政
健
全
化
に
向
け
て

先
進
国
の
中
で
突
出
し
て
悪
化
し
た
財
政
の

健
全
化
は
国
家
的
課
題
で
あ
る
。
財
政
の
信
認

が
失
わ
れ
れ
ば
金
利
の
急
上
昇
な
ど
に
よ
り
、

財
政
だ
け
で
な
く
日
本
経
済
そ
の
も
の
も
危
機

に
陥
り
か
ね
な
い
か
ら
で
あ
る
。
政
府
は
経
済

再
生
と
財
政
健
全
化
の
両
立
を
目
指
し
、「
骨

太
の
方
針
２
０
１
５
」
で
「
経
済
再
生
な
く
し

て
財
政
健
全
化
な
し
」
と
の
基
本
哲
学
を
示
し

た
が
、
同
時
に
「
財
政
健
全
化
な
く
し
て
経
済

再
生
な
し
」と
い
う
考
え
方
も
重
要
で
あ
ろ
う
。

政
府
は
か
ね
て
①
２
０
１
５
年
度
に
国
・
地

方
を
含
め
た
基
礎
的
財
政
収
支
（
プ
ラ
イ
マ

リ
ー
バ
ラ
ン
ス
＝
Ｐ
Ｂ
）
赤
字
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比

半
減
②
２
０
２
０
年
度
に
黒
字
化
、
長
期
債
務

残
高
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
の
安
定
的
引
き
下
げ
—
と
い

う
財
政
健
全
化
目
標
を
掲
げ
て
き
た
。
15
年
度

の
目
標
は
消
費
税
率
８
％
へ
の
引
き
上
げ
な
ど

で
達
成
見
込
み
と
な
っ
た
。
20
年
度
目
標
も

「
骨
太
の
方
針
２
０
１
５
」
の
財
政
健
全
化
計

画
で
堅
持
す
る
こ
と
を
再
確
認
し
、
新
た
に
18

年
度
ま
で
を
集
中
改
革
期
間
と
位
置
づ
け
、
Ｐ

Ｂ
赤
字
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
１
％
程
度
を
目
安
と
す
る

中
間
目
標
を
設
定
し
た
。

し
か
し
、
内
閣
府
が
本
年
７
月
に
示
し
た
新

た
な
「
中
長
期
の
経
済
財
政
に
関
す
る
試
算
」

に
よ
る
と
、
20
年
度
は
実
質
２
％
、
名
目
３
％

以
上
と
い
う
高
い
成
長
を
前
提
と
し
た
「
経
済

再
生
ケ
ー
ス
」
で
も
、
６
・
２
兆
円
の
Ｐ
Ｂ
赤

字
が
残
り
黒
字
化
に
ほ
ど
遠
い
。
18
年
度
の
赤

字
も
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
１
・
７
％
（
９
・
５
兆
円
）
と

目
標
の
１
％
に
届
か
な
い
。

財
政
健
全
化
計
画
は
、
17
年
４
月
に
先
送
り

さ
れ
た
消
費
税
10
％
へ
の
引
き
上
げ
以
外
の
増

税
は
想
定
し
て
お
ら
ず
、
税
の
自
然
増
収
と
歳

出
抑
制
だ
け
で
黒
字
化
を
達
成
す
る
と
し
て
い

る
。
し
か
し
、
税
収
は
景
気
次
第
で
上
振
れ
も

す
れ
ば
下
振
れ
も
す
る
こ
と
に
十
分
留
意
す
る

必
要
が
あ
る
。

歳
出
に
し
て
も
、
18
年
度
ま
で
の
３
年
間
で

政
策
経
費
の
増
加
額
を
１
・
６
兆
円
（
社
会
保

障
費
１
・
５
兆
円
、
そ
の
他
０
・
１
兆
円
）
程

度
に
抑
制
す
る
と
し
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
数

字
を
裏
付
け
る
具
体
的
抑
制
策
は
示
さ
れ
て
い

な
い
。
来
年
度
予
算
の
概
算
要
求
基
準
（
シ
ー

リ
ン
グ
）
も
、
３
年
連
続
で
歳
出
上
限
の
設
定

を
見
送
っ
て
い
る
。

財
政
健
全
化
目
標
を
達
成
す
る
に
は
、
厳
し

い
財
政
規
律
の
下
で
歳
出
・
歳
入
両
面
か
ら
よ

り
堅
実
な
数
値
目
標
を
設
定
し
て
地
道
に
取
り

組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

⑴
財
政
健
全
化
は
歳
出
、
歳
入
の
一
体
的
改
革

に
よ
っ
て
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
歳

《
は
じ
め
に
》

我
が
国
経
済
は
、
安
倍
晋
三
政
権
の
経
済
政

策
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
が
一
定
の
効
果
を
あ
げ
、

緩
や
か
な
回
復
基
調
を
続
け
て
い
る
。
輸
出
は

持
ち
直
し
傾
向
を
見
せ
、
雇
用
・
所
得
環
境
が

着
実
に
改
善
し
て
い
る
ほ
か
、
個
人
消
費
も
消

費
税
引
き
上
げ
の
影
響
を
脱
し
て
底
堅
く
推
移

し
て
い
る
。

こ
う
し
た
流
れ
を
受
け
て
企
業
収
益
は
大
幅

に
改
善
、
設
備
投
資
も
増
加
基
調
に
転
じ
始
め

る
な
ど
、
景
気
は
好
循
環
サ
イ
ク
ル
に
入
る
動

き
を
示
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
米

国
の
金
融
政
策
や
中
国
経
済
な
ど
外
部
環
境
が

不
確
実
性
を
増
し
て
お
り
、
景
気
を
着
実
な
好

循
環
軌
道
に
乗
せ
る
に
は
、
ま
だ
ま
だ
課
題
が

山
積
し
て
い
る
。

肝
心
の
デ
フ
レ
脱
却
は
、
日
銀
に
よ
る
「
異

次
元
緩
和
」
が
円
安
・
株
高
効
果
を
も
た
ら
し

て
い
る
も
の
の
、
イ
ン
フ
レ
目
標
の
達
成
時
期

が
先
送
り
さ
れ
る
な
ど
道
半
ば
で
あ
る
。
着
手

し
た
法
人
実
効
税
率
引
き
下
げ
で
は
、
20
％
台

へ
の
さ
ら
な
る
引
き
下
げ
に
向
け
た
明
確
な
道

筋
が
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
成
長
戦
略
も
中
核
を

成
す
べ
き
規
制
改
革
で
大
胆
さ
を
欠
い
て
い
る
。

国
家
的
課
題
で
あ
る
財
政
健
全
化
で
は
、
今

年
度
の
基
礎
的
財
政
収
支
赤
字
半
減
目
標
こ
そ

達
成
見
込
み
と
な
っ
た
が
、
２
０
２
０
年
度
の

黒
字
化
、
債
務
残
高
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
引
き
下
げ
と

い
う
目
標
に
向
け
て
は
道
筋
が
不
透
明
で
あ

る
。
改
め
て
歳
出
・
歳
入
一
体
に
よ
る
改
革
工

程
を
示
す
必
要
が
あ
ろ
う
。

ま
た
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
る
効
果
は
地
域

経
済
と
雇
用
の
担
い
手
で
あ
る
中
小
企
業
に
は

ま
だ
十
分
に
浸
透
し
て
い
な
い
。
地
方
創
生
の

取
り
組
み
を
深
化
さ
せ
つ
つ
、
多
角
的
で
実
効

性
あ
る
戦
略
が
強
く
求
め
ら
れ
る
。

《
基
本
的
な
課
題
》

Ⅰ
、
税
・
財
政
改
革
の
あ
り
方

我
が
国
の
財
政
は
国
・
地
方
を
合
わ
せ
た
長

期
債
務
残
高
が
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
の
ほ

ぼ
２
倍
に
達
す
る
な
ど
、
先
進
国
の
中
で
突
出

し
て
悪
化
し
て
い
る
。
そ
の
原
因
が
「
受
益
」

と
「
負
担
」
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
に
あ
る
こ
と
は

論
を
ま
た
な
い
。「
受
益
」
と
は
行
政
サ
ー
ビ

ス
、
つ
ま
り
歳
出
で
あ
り
、「
負
担
」
と
は
そ

れ
を
賄
う
べ
き
税
収
に
よ
る
歳
入
で
あ
る
。

税
・
財
政
改
革
の
基
本
は
、
ま
さ
に
こ
の
ア
ン

バ
ラ
ン
ス
是
正
に
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。

歳
出
を
構
成
す
る
最
大
の
分
野
は
、
言
う
ま

で
も
な
く
社
会
保
障
で
あ
る
。
少
子
高
齢
化
が

先
進
国
で
最
速
の
ス
ピ
ー
ド
で
進
展
す
る
我
が

国
に
と
っ
て
、
社
会
保
障
費
の
増
加
は
不
可
避

で
は
あ
る
が
、
そ
れ
を
放
置
し
て
い
た
の
で
は

歳
出
の
増
大
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
。
従
っ

て
こ
れ
を
ど
う
抑
制
す
る
か
が
最
も
重
要
な
ポ

イ
ン
ト
と
い
え
る
。

た
だ
、
歳
出
と
歳
入
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
歳
出
改

平
成
二
十
八
年
度
　
税
制
改
正
に
関
す
る
提
言

公
益
財
団
法
人
　
全
国
法
人
会
総
連
合



の
確
立
が
求
め
ら
れ
る
。

３
、
行
政
改
革
の
徹
底

先
送
り
さ
れ
た
消
費
税
率
10
％
へ
の
引
き
上

げ
は
、
２
０
１
７
年
４
月
に
確
実
に
実
施
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
財
政
健
全
化
と
社

会
保
障
の
安
定
財
源
確
保
に
と
っ
て
不
可
欠
だ

が
、
そ
の
前
提
に
「
行
革
の
徹
底
」
が
あ
っ
た

こ
と
を
改
め
て
想
起
す
べ
き
で
あ
る
。

消
費
税
引
き
上
げ
は
国
民
に
痛
み
を
求
め
る

こ
と
に
変
わ
り
は
な
く
、
そ
の
理
解
を
得
る
に

は
地
方
を
含
め
た
政
府
・
議
会
が
「
ま
ず
隗
よ

り
始
め
よ
」
の
精
神
に
基
づ
き
自
ら
身
を
削
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
国
会
は
衆
参
両
院
と
も
１
票
の
格

差
是
正
の
み
を
理
由
と
し
た
小
手
先
の
定
数
増

減
策
に
終
始
し
て
お
り
、
本
来
の
大
胆
な
議
員

定
数
削
減
に
向
け
た
議
論
を
怠
っ
た
ま
ま
で
あ

る
。
公
務
員
改
革
や
特
別
会
計
と
独
立
行
政
法

人
の
改
革
も
後
退
し
て
い
る
印
象
が
強
い
。
以

下
の
諸
施
策
に
つ
い
て
、
直
ち
に
明
確
な
期
限

と
数
値
目
標
を
定
め
て
改
革
を
断
行
す
る
よ
う

強
く
求
め
た
い
。

⑴
国
・
地
方
に
お
け
る
議
員
定
数
の
大
胆
な
削

減
、
歳
費
の
抑
制
。
　
　
　

⑵
厳
し
い
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、
国
・
地
方
公

務
員
の
人
員
削
減
と
、
能
力
を
重
視
し
た
賃

金
体
系
に
よ
る
人
件
費
の
抑
制
。

⑶
特
別
会
計
と
独
立
行
政
法
人
の
無
駄
の
削
減
。

⑷
積
極
的
な
民
間
活
力
導
入
を
行
い
成
長
に
つ

な
げ
る
。

４
、
消
費
税
引
き
上
げ
に
伴
う
対
応
措
置

消
費
税
率
10
％
へ
の
引
き
上
げ
に
あ
た
っ
て

は
、
前
述
し
た
行
政
改
革
の
徹
底
、
歳
出
の
見

直
し
に
本
腰
を
入
れ
る
だ
け
で
な
く
、
景
気
動

向
も
十
分
注
視
す
る
必
要
が
あ
る
。と
り
わ
け
、

中
小
企
業
に
と
っ
て
円
滑
に
価
格
転
嫁
で
き
る

か
ど
う
か
は
死
活
問
題
で
あ
り
、
さ
ら
な
る
環

境
整
備
が
重
要
で
あ
る
。

ま
た
、
政
府
・
与
党
が
低
所
得
者
対
策
と
し

て
導
入
す
る
予
定
の
軽
減
税
率
に
つ
い
て
は
、

以
下
に
示
し
た
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
点
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
税
率
10
％
段
階
で
の
導
入
は

必
要
な
い
と
考
え
る
。

⑴
軽
減
税
率
は
事
業
者
の
事
務
負
担
、
税
制
の

簡
素
化
、
税
務
執
行
コ
ス
ト
お
よ
び
税
収
確

保
な
ど
の
観
点
か
ら
問
題
が
多
く
、当
面（
税

率
10
％
程
度
ま
で
は
）
は
単
一
税
率
が
望
ま

し
い
。
ま
た
、
イ
ン
ボ
イ
ス
に
つ
い
て
は
、

単
一
税
率
で
あ
れ
ば
現
行
の
「
請
求
書
等
保

存
方
式
」
で
十
分
対
応
で
き
る
も
の
と
考
え

る
の
で
、
導
入
の
必
要
は
な
い
。

⑵
低
所
得
者
対
策
は
現
行
の
「
簡
素
な
給
付
措

置
」の
見
直
し
で
対
応
す
る
の
が
適
当
で
あ
る
。

⑶
現
在
施
行
さ
れ
て
い
る
「
消
費
税
転
嫁
対
策

特
別
措
置
法
」の
効
果
等
を
検
証
し
、中
小
企

業
が
適
正
に
価
格
転
嫁
で
き
る
よ
う
、
さ
ら

に
実
効
性
の
高
い
対
策
を
と
る
べ
き
で
あ
る
。

⑷
消
費
税
の
滞
納
防
止
は
税
率
の
引
き
上
げ
に

伴
っ
て
よ
り
重
要
な
課
題
と
な
る
。
消
費
税

の
制
度
、
執
行
面
に
お
い
て
さ
ら
な
る
対
策

を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
。

５
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
２
０
１
６
年
１
月
か

ら
運
用
が
開
始
さ
れ
る
が
、
国
民
や
事
業
者
が

正
し
く
内
容
を
理
解
し
て
い
る
と
は
言
い
難

い
。
国
は
、
制
度
の
仕
組
み
な
ど
に
つ
い
て
周

知
に
努
め
、
定
着
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く

必
要
が
あ
る
。

入
で
は
安
易
に
税
の
自
然
増
収
を
前
提
と
す

る
こ
と
な
く
、
ま
た
歳
出
は
聖
域
を
設
け
ず

具
体
的
削
減
の
方
策
と
工
程
表
を
明
示
し
着

実
に
実
行
す
べ
き
で
あ
る
。

⑵
消
費
税
率
10
％
へ
の
引
き
上
げ
に
当
た
っ
て

は
、
経
済
へ
の
負
荷
を
和
ら
げ
る
財
政
措
置

も
必
要
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
財
政
健
全
化
の

阻
害
要
因
と
な
ら
な
い
よ
う
十
分
注
意
す
べ

き
で
あ
る
。

⑶
国
債
の
信
認
が
揺
ら
い
だ
場
合
、
金
利
の
急

上
昇
な
ど
金
融
資
本
市
場
に
多
大
な
影
響
を

与
え
、成
長
を
も
左
右
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

市
場
の
動
向
を
踏
ま
え
た
細
心
の
財
政
運
営

が
求
め
ら
れ
る
。

２
、
社
会
保
障
制
度
に
対
す
る
基
本
的
考
え
方

持
続
可
能
な
社
会
保
障
制
度
を
構
築
す
る
に

は
、
適
正
な
「
負
担
」
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、

「
給
付
」
を
「
重
点
化
・
効
率
化
」
に
よ
っ
て

可
能
な
限
り
抑
制
す
る
こ
と
で
あ
る
。と
く
に
、

年
金
受
給
年
齢
に
達
し
た
団
塊
の
世
代
が
１
０

年
後
に
は
す
べ
て
後
期
高
齢
者
に
な
る
超
高
齢

化
を
考
え
る
と
、
医
療
、
介
護
分
野
の
給
付
抑

制
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

こ
う
し
た
中
で
「
骨
太
の
方
針
２
０
１
５
」

は
今
後
３
年
間
の
社
会
保
障
関
係
費
の
伸
び
を

１
・
５
兆
円
に
抑
え
る
目
安
を
示
し
た
。
こ
れ

は
毎
年
約
１
兆
円
と
見
込
ま
れ
る
自
然
増
を
半

分
に
抑
制
す
る
わ
け
で
意
欲
的
と
も
い
え
る
。

そ
の
目
安
達
成
に
向
け
て
は
、医
療
費
の
地
域
差

是
正
や
後
発
医
薬
品（
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
）の
大
幅
な

使
用
促
進
な
ど
多
く
の
対
策
も
掲
げ
て
い
る
。

し
か
し
、
い
ず
れ
の
対
策
も
実
現
性
や
効
果

に
つ
い
て
は
極
め
て
不
透
明
で
あ
り
、
早
急
に

対
策
実
施
の
工
程
と
数
値
目
標
を
明
確
化
す
る

必
要
が
あ
る
。
と
く
に
、
来
年
度
が
２
年
に
一

度
の
改
定
年
に
あ
た
る
診
療
報
酬
を
ど
う
抑
制

す
る
か
は
、
そ
の
試
金
石
と
な
ろ
う
。

ま
た
、
社
会
保
障
の
あ
り
方
で
は
「
自
助
」

「
公
助
」「
共
助
」
の
役
割
と
範
囲
を
改
め
て
見

直
す
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
医
療
費
・
介
護
費

の
抑
制
に
つ
な
が
る
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る

健
康
寿
命
の
問
題
に
つ
い
て
も
、
こ
う
し
た
見

直
し
の
議
論
を
踏
ま
え
つ
つ
、
客
観
的
な
デ
ー

タ
分
析
に
基
づ
く
実
効
性
あ
る
取
り
組
み
が
求

め
ら
れ
る
。

⑴
年
金
に
つ
い
て
は
、「
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
　

ド
の
厳
格
対
応
」、「
支
給
開
始
年
齢
の
引

き
上
げ
」、「
高
所
得
高
齢
者
の
基
礎
年
金
国

庫
負
担
相
当
分
の
年
金
給
付
削
減
」
等
、
抜

本
的
な
施
策
を
実
施
す
る
。

⑵
医
療
に
つ
い
て
は
、成
長
分
野
と
位
置
付
け
、

大
胆
な
規
制
改
革
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
給

付
の
急
増
を
抑
制
す
る
た
め
に
診
療
報
酬（
本

体
）体
系
を
見
直
す
と
と
も
に
、ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
の
普
及
率
80
％
以
上
を
早
期
に
達
成
す
る
。

⑶
介
護
保
険
に
つ
い
て
は
、
制
度
の
持
続
性
を

高
め
る
た
め
に
真
に
介
護
が
必
要
な
者
と
そ

う
で
な
い
者
に
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
、
給
付
の

あ
り
方
を
見
直
す
。

⑷
生
活
保
護
に
つ
い
て
は
、
給
付
水
準
の
あ
り

方
な
ど
を
見
直
す
と
と
も
に
、
不
正
受
給
の

防
止
な
ど
さ
ら
な
る
厳
格
な
運
用
が
不
可
欠

で
あ
る
。

⑸
少
子
化
対
策
で
は
、
現
金
給
付
よ
り
保
育
所

の
整
備
な
ど
現
物
給
付
に
重
点
を
置
い
た
方

が
効
果
的
で
あ
る
。

⑹
企
業
の
過
度
な
保
険
料
負
担
を
抑
え
、
経
済

成
長
を
阻
害
し
な
い
よ
う
な
社
会
保
障
制
度

(19)



(20)

法
人
の
税
負
担
は
地
方
税
を
含
め
て
軽
減
す
る

必
要
が
あ
り
、「
20
％
台
」
は
早
期
に
実
現
す

べ
き
で
あ
る
。

税
率
引
き
下
げ
の
代
替
財
源
に
つ
い
て
は
、

財
政
健
全
化
目
標
と
の
関
係
な
ど
も
踏
ま
え
れ

ば
、
引
き
続
き
恒
久
財
源
の
確
保
を
原
則
と
す

べ
き
で
、
具
体
的
財
源
は
税
制
全
般
の
改
革
の

中
で
検
討
さ
れ
る
の
が
望
ま
し
い
。

⑴
我
が
国
の
立
地
条
件
や
国
際
競
争
力
強
化
な

ど
の
観
点
か
ら
、
早
期
に
欧
州
、
ア
ジ
ア
主

要
国
並
み
の
２
０
％
台
の
法
人
実
効
税
率
を

実
現
す
る
。

⑵
代
替
財
源
と
し
て
課
税
ベ
ー
ス
を
拡
大
す
る

に
当
た
っ
て
は
、
中
小
企
業
に
十
分
配
慮
す

べ
き
で
あ
る
。

①
租
税
特
別
措
置
に
つ
い
て
は
、
政
策
目
的

を
達
し
た
も
の
や
適
用
件
数
の
少
な
い
も

の
は
廃
止
を
含
め
て
整
理
合
理
化
を
行
う

必
要
は
あ
る
が
、
後
述
す
る
中
小
企
業
向

け
の
措
置
に
つ
い
て
は
本
則
化
す
る
。

②
地
方
税
に
つ
い
て
は
応
益
課
税
の
原
則
を

考
慮
す
べ
き
で
は
あ
る
が
、
中
小
企
業
は

経
営
基
盤
が
弱
く
、
担
税
力
が
低
い
こ
と

等
か
ら
、
法
人
事
業
税
の
外
形
標
準
課
税

の
対
象
範
囲
を
拡
大
す
べ
き
で
は
な
い
。

③
特
定
同
族
会
社
の
内
部
留
保
に
対
す
る
留

保
金
課
税
に
つ
い
て
、「
資
金
調
達
の
困

難
性
」
な
ど
中
小
企
業
の
厳
し
い
実
情
を

踏
ま
え
、
適
用
対
象
範
囲
の
拡
大
を
行
う

べ
き
で
は
な
い
。

④
中
小
企
業
の
活
力
増
大
と
成
長
の
促
進
に

資
す
る
観
点
か
ら
、「
中
小
企
業
者
に
対

す
る
法
人
税
率
の
特
例
（
軽
減
税
率
）
と

租
税
特
別
措
置
」
の
適
用
範
囲
の
見
直
し

は
行
う
べ
き
で
は
な
い
。

２
、
中
小
企
業
の
活
性
化
に
資
す
る
税
制
措
置

中
小
企
業
は
我
が
国
経
済
の
礎
で
あ
り
、
地

域
経
済
の
担
い
手
で
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
な

ど
時
代
や
環
境
の
変
化
の
中
で
中
小
企
業
が
存

在
感
を
確
保
し
、
経
済
社
会
へ
の
貢
献
を
続
け

ら
れ
る
よ
う
な
税
制
の
確
立
が
求
め
ら
れ
る
。

⑴
中
小
法
人
に
適
用
さ
れ
る
軽
減
税
率
の
特
例

15
％
を
時
限
措
置
で
は
な
く
、本
則
化
す
る
。

ま
た
、
昭
和
56
年
以
来
、
８
０
０
万
円
以
下

に
据
え
置
か
れ
て
い
る
軽
減
税
率
の
適
用
所

得
金
額
を
、
少
な
く
と
も
１
、
６
０
０
万
円

程
度
に
引
き
上
げ
る
。

⑵
中
小
企
業
の
技
術
革
新
な
ど
経
済
活
性
化
に

資
す
る
措
置
は
、
以
下
の
と
お
り
制
度
を
拡

充
し
、
本
則
化
す
べ
き
で
あ
る
。
な
お
、
少

額
減
価
償
却
資
産
の
取
得
価
額
の
損
金
算
入

の
特
例
措
置
の
適
用
期
限
が
平
成
28
年
３
月

末
ま
で
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
直
ち
に

本
則
化
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、
適
用

期
限
を
延
長
す
る
。

①
中
小
企
業
投
資
促
進
税
制
に
つ
い
て
は
、

対
象
設
備
を
拡
充
し
た
う
え
、「
中
古
設

備
」
を
含
め
る
。
　

②
少
額
減
価
償
却
資
産
の
取
得
価
額
の
損
金

算
入
の
特
例
に
つ
い
て
は
、
損
金
算
入
額

の
上
限（
合
計
３
０
０
万
円
）を
撤
廃
す
る
。

３
、
事
業
承
継
税
制
の
拡
充

我
が
国
企
業
の
大
半
を
占
め
る
中
小
企
業

は
、
地
域
経
済
の
活
性
化
や
雇
用
の
確
保
な
ど

に
大
き
く
貢
献
し
て
お
り
、
経
済
社
会
を
支
え

る
基
盤
と
も
い
え
る
存
在
で
あ
る
。
そ
の
中
小

企
業
が
相
続
税
の
負
担
等
に
よ
り
事
業
が
継
承

で
き
な
く
な
れ
ば
、
我
が
国
経
済
社
会
の
根
幹

と
く
に
、
年
金
情
報
流
出
問
題
な
ど
が
発
生

し
た
こ
と
か
ら
国
民
の
間
に
不
安
感
が
高
ま
っ

て
い
る
。マ
イ
ナ
ン
バ
ー
運
用
に
当
た
っ
て
は
、

個
人
情
報
の
漏
洩
、
第
三
者
の
悪
用
を
防
ぐ
た

め
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
が
十
分
に
担
保
さ
れ

る
措
置
を
講
じ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
社
会

保
障
と
税
、
災
害
対
策
と
な
っ
て
い
る
利
用
範

囲
の
拡
大
に
つ
い
て
も
、
広
範
な
国
民
的
議
論

が
必
要
と
な
ろ
う
。

ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
よ
る
国
民
の
利
便

性
を
高
め
る
た
め
に
も
、
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
や
ｅ
Ｌ

Ｔ
Ａ
Ｘ
を
利
用
し
た
場
合
の
申
告
納
税
手
続
き

の
簡
素
化
や
各
種
手
当
等
の
申
請
手
続
き
の
簡

略
化
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。
同
時
に
、
シ
ス
テ

ム
構
築
面
な
ど
で
行
政
側
の
コ
ス
ト
意
識
の
徹

底
も
求
め
て
お
き
た
い
。

６
、
今
後
の
税
制
改
革
の
あ
り
方

今
後
の
税
制
改
革
に
当
た
っ
て
は
、①
経
済
の

持
続
的
成
長
と
雇
用
の
創
出
②
少
子
高
齢
化
や

人
口
減
少
社
会
の
急
進
展
③
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争

と
そ
れ
が
も
た
ら
す
所
得
格
差
な
ど
、
経
済
社

会
の
大
き
な
構
造
変
化
④
国
際
間
の
経
済
取
引

の
増
大
や
多
様
化
、諸
外
国
の
租
税
政
策
等
と
の

国
際
的
整
合
性
—
な
ど
に
ど
う
対
応
す
る
か
と

い
う
視
点
等
を
踏
ま
え
、
税
制
全
体
を
抜
本
的

に
見
直
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

Ⅱ
、
経
済
活
性
化
と
中
小
企
業
対
策

日
本
経
済
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
が
一
定
の
効
果

を
あ
げ
、
円
安
・
株
高
の
定
着
や
企
業
収
益
の

改
善
な
ど
を
背
景
に
緩
や
か
な
回
復
を
続
け
て

い
る
。
た
だ
、
現
状
で
は
「
異
次
元
緩
和
」
の

追
加
措
置
な
ど
金
融
政
策
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大

き
い
と
さ
れ
て
お
り
、
で
き
る
だ
け
早
期
に
国

民
の
実
質
所
得
、
個
人
消
費
、
設
備
投
資
の
好

循
環
と
い
う
持
続
的
な
成
長
サ
イ
ク
ル
を
構
築

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

政
府
も
そ
う
し
た
点
を
重
視
し
、
新
た
な
成

長
戦
略
で
潜
在
的
成
長
力
の
強
化
を
打
ち
出
し

て
い
る
が
、
そ
の
政
策
は
総
論
的
で
説
得
力
に

欠
け
る
。
と
く
に
中
心
的
役
割
を
担
う
べ
き
規

制
改
革
は
医
薬
分
業
の
一
部
緩
和
な
ど
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
。
医
療
、
雇
用
、
農
業
分
野
の
岩

盤
規
制
に
風
穴
を
あ
け
る
に
は
、
さ
ら
な
る
踏

み
込
み
が
必
要
で
あ
る
。

成
長
戦
略
の
も
う
一
つ
の
柱
で
あ
る
法
人
実

効
税
率
の
引
き
下
げ
は
実
施
段
階
に
入
り
、
来

年
度
ま
で
の
引
き
下
げ
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
決
ま

っ
た
が
、
政
府
が
目
指
す
20
％
台
に
向
け
た
そ

の
後
の
道
筋
と
代
替
財
源
の
確
保
策
は
示
さ
れ

て
い
な
い
。

ま
た
、
中
小
企
業
に
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
効
果

が
十
分
に
届
い
て
い
な
い
と
い
う
現
実
も
十
分

に
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
。
地
域
経
済
と
雇
用

を
担
う
中
小
企
業
の
力
強
い
成
長
が
な
け
れ

ば
、
日
本
経
済
の
真
の
再
生
は
望
め
ず
、
税
制

面
か
ら
も
さ
ら
な
る
対
応
が
必
要
で
あ
る
。

１
、
法
人
実
効
税
率
20
％
台
の
早
期
実
現

法
人
実
効
税
率
は
平
成
27
年
度
に
32
・
11
％

に
引
き
下
げ
ら
れ
、
28
年
度
に
は
31
・
33
％
と

な
る
。
政
府
は
さ
ら
に
20
％
台
ま
で
引
き
下
げ

る
こ
と
に
し
て
い
る
が
、
そ
の
日
程
に
つ
い
て

は
「
数
年
間
で
」
と
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

ア
ジ
ア
や
欧
州
各
国
と
の
税
率
格
差
は
依
然

と
し
て
残
っ
て
い
る
う
え
、
社
会
保
険
料
を
含

め
た
企
業
負
担
は
年
々
高
ま
っ
て
お
り
、
国
際

競
争
力
や
外
国
資
本
の
対
日
投
資
面
な
ど
で
懸

念
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。こ
う
し
た
観
点
か
ら
、



が
揺
ら
ぐ
こ
と
に
な
る
。

平
成
27
年
１
月
か
ら
納
税
猶
予
制
度
が
改
正

さ
れ
、
要
件
緩
和
や
手
続
き
の
簡
素
化
な
ど
大

幅
な
見
直
し
が
行
わ
れ
た
が
、
事
業
承
継
を
円

滑
に
行
う
に
は
ま
だ
不
十
分
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
さ
ら
に
以
下
の
点
に
つ
い
て
見
直
す
必
要

が
あ
る
。

⑴
相
続
税
、
贈
与
税
の
納
税
猶
予
制
度
に
つ
い

て
要
件
緩
和
と
充
実

①
株
式
総
数
上
限
（
３
分
の
２
）
の
撤
廃
と

相
続
税
の
納
税
猶
予
割
合
（
80
％
）
を

１
０
０
％
に
引
き
上
げ
る
。

②
死
亡
時
ま
で
株
式
を
所
有
し
な
い
と
猶
予

税
額
が
免
除
さ
れ
な
い
制
度
を
、
５
年
経

過
時
点
で
免
除
す
る
制
度
に
改
め
る
。

③
対
象
会
社
規
模
を
拡
大
す
る
。

⑵
親
族
外
へ
の
事
業
承
継
に
対
す
る
措
置
の
充

実親
族
外
承
継
も
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
円
滑

な
承
継
を
支
援
す
る
と
の
観
点
か
ら
、
所
要

の
措
置
を
講
じ
る
。

⑶
事
業
用
資
産
を
一
般
資
産
と
切
り
離
し
た
本

格
的
な
事
業
承
継
税
制
の
創
設

我
が
国
の
納
税
猶
予
制
度
は
、
欧
州
主
要
国

と
比
較
す
る
と
限
定
的
な
措
置
に
と
ど
ま
っ
て

お
り
、
欧
州
並
み
の
本
格
的
な
事
業
承
継
税
制

が
必
要
で
あ
る
。
と
く
に
、
事
業
に
資
す
る
相

続
に
つ
い
て
は
、
事
業
従
事
を
条
件
と
し
て
他

の
一
般
財
産
と
切
り
離
し
、
非
上
場
株
式
を
含

め
て
事
業
用
資
産
へ
の
課
税
を
軽
減
あ
る
い
は

控
除
す
る
制
度
の
創
設
が
求
め
ら
れ
る
。

Ⅲ
、
地
方
の
あ
り
方

地
方
分
権
の
必
要
性
は
、
国
・
地
方
の
財
政

や
行
政
の
効
率
化
を
図
る
だ
け
で
な
く
、
地
方

活
性
化
と
い
う
観
点
か
ら
も
強
調
さ
れ
て
き

た
。
そ
し
て
そ
の
基
本
理
念
が
地
方
の
自
立
・

自
助
に
あ
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
政
府

が
進
め
る
地
方
創
生
で
も
こ
の
基
本
理
念
を
十

分
に
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
。

「
骨
太
の
方
針
２
０
１
５
」
は
地
方
創
生
の

深
化
に
つ
い
て
、
昨
年
策
定
し
た
「
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に
基
づ
き
、
自

治
体
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
の
特
色
と
強
み
を
い

か
し
た
「
地
方
版
総
合
戦
略
」
を
策
定
し
事
業

を
推
進
す
る
と
し
て
い
る
。

こ
の
手
法
自
体
に
異
論
は
な
い
が
、
問
題
は

地
方
版
総
合
戦
略
が
基
本
理
念
と
実
効
性
を
伴

う
内
容
に
な
る
か
ど
う
か
に
あ
る
。
そ
の
た
め

に
は
官
製
で
は
な
く
、
地
元
の
産
業
や
経
済
社

会
の
実
態
に
通
じ
た
民
間
の
知
恵
・
工
夫
を
い

か
し
た
戦
略
を
い
か
に
構
築
す
る
か
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
戦
略
推
進
に
伴
っ
て
創
設
さ
れ
る

新
型
交
付
金
も
、
財
政
の
バ
ラ
マ
キ
に
つ
な
が

ら
な
い
よ
う
十
分
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

地
方
財
政
は
基
礎
的
財
政
収
支
の
黒
字
が
続

い
て
い
る
う
え
、
長
期
債
務
残
高
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比

も
安
定
的
に
推
移
し
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
は

極
度
に
悪
化
し
た
国
の
財
政
か
ら
地
方
交
付
税

な
ど
で
手
厚
く
財
源
を
保
障
さ
れ
て
い
る
と
い

う
構
造
が
あ
る
。
ま
た
、
地
方
交
付
税
は
地
方

公
務
員
の
高
給
与
や
高
額
な
議
員
報
酬
を
支
え

て
い
る
側
面
も
あ
る
。

我
が
国
の
財
政
を
健
全
化
す
る
た
め
に
は
、

国
だ
け
で
な
く
地
方
の
財
政
規
律
の
確
立
も
欠

か
せ
な
い
。地
方
交
付
税
改
革
を
さ
ら
に
進
め
、

地
方
行
政
に
必
要
な
安
定
財
源
の
確
保
や
行
政

改
革
に
つ
い
て
も
、
自
ら
の
責
任
で
企
画
・
立

案
し
実
行
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

⑴
地
方
創
生
で
は
、
さ
ら
な
る
税
制
上
の
施
策

に
よ
る
本
社
機
能
移
転
の
促
進
、
地
元
の
特

性
に
根
差
し
た
技
術
の
活
用
、
地
元
大
学
と

の
連
携
な
ど
に
よ
る
技
術
集
積
づ
く
り
や
人

材
育
成
等
、
実
効
性
の
あ
る
改
革
を
大
胆
に

行
う
必
要
が
あ
る
。

⑵
広
域
行
政
に
よ
る
効
率
化
の
観
点
か
ら
道
州

制
の
導
入
に
つ
い
て
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

基
礎
自
治
体（
人
口
30
万
人
程
度
）の
拡
充
を

図
る
た
め
、さ
ら
な
る
市
町
村
合
併
を
推
進
し
、

合
併
メ
リ
ッ
ト
を
追
求
す
る
必
要
が
あ
る
。

⑶
地
方
に
お
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
行
財
政
改
革

を
行
う
た
め
に
、
民
間
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を

活
か
し
た
「
事
業
仕
分
け
」
の
よ
う
な
手
法

を
広
く
導
入
す
べ
き
で
あ
る
。

⑷
地
方
公
務
員
給
与
は
、
国
家
公
務
員
給
与
と

比
べ
た
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
（
全
国
平
均
ベ

ー
ス
）
が
是
正
さ
れ
つ
つ
あ
る
も
の
の
、
依

然
と
し
て
そ
の
水
準
は
高
く
、
適
正
水
準
に

是
正
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
国

家
公
務
員
に
準
拠
す
る
だ
け
で
な
く
、
地
域

の
民
間
企
業
の
実
態
に
準
拠
し
た
給
与
体
系

に
見
直
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

⑸
地
方
議
会
は
、
大
胆
に
ス
リ
ム
化
す
る
と
と

も
に
、
よ
り
納
税
者
の
視
点
に
立
っ
て
行
政

に
対
す
る
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
果
た
す
べ
き
で

あ
る
。
ま
た
、
高
す
ぎ
る
議
員
報
酬
の
一
層

の
削
減
と
政
務
活
動
費
の
適
正
化
を
求
め

る
。
行
政
委
員
会
委
員
の
報
酬
に
つ
い
て
も

日
当
制
を
広
く
導
入
す
る
な
ど
見
直
す
べ
き

で
あ
る
。

Ⅳ
、
震
災
復
興

今
年
は
５
年
間
の
集
中
復
興
期
間
の
最
終
年

と
な
る
が
、
被
災
地
の
復
興
、
産
業
の
進
展
は

い
ま
だ
道
半
ば
で
あ
る
。
今
後
の
復
興
事
業
に

当
た
っ
て
は
こ
れ
ま
で
の
効
果
を
十
分
に
検
証

し
、
予
算
を
適
正
か
つ
迅
速
に
執
行
す
る
と
と

も
に
、
原
発
事
故
へ
の
対
応
を
含
め
て
引
き
続

き
適
切
な
支
援
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、

被
災
地
に
お
け
る
企
業
の
定
着
、
雇
用
確
保
を

図
る
観
点
な
ど
か
ら
、
実
効
性
の
あ
る
措
置
を

講
じ
る
よ
う
求
め
る
。

Ⅴ
、
そ
の
他

１
、
納
税
環
境
の
整
備

行
財
政
改
革
の
推
進
と
納
税
者
の
利
便
性
向

上
、
事
務
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
国
税
と

課
税
基
準
を
同
じ
く
す
る
法
人
事
業
税
、
法
人

の
道
府
県
民
税
、
市
町
村
民
税
の
申
告
納
税
手

続
き
に
つ
き
、地
方
消
費
税
の
執
行
と
同
様
に
、

一
層
の
合
理
化
を
図
る
よ
う
求
め
る
。

２
、
租
税
教
育
の
充
実

税
は
国
や
地
方
が
国
民
に
供
与
す
る
公
共
サ

ー
ビ
ス
の
対
価
で
あ
り
、
国
民
全
体
で
等
し
く

負
担
す
る
義
務
が
あ
る
。
ま
た
、
税
を
適
正
に

納
め
、
税
の
使
途
に
つ
い
て
も
厳
し
く
監
視
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
税

の
意
義
や
税
が
果
た
す
役
割
を
必
ず
し
も
国
民

が
十
分
に
理
解
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
こ

の
た
め
、
学
校
教
育
は
も
と
よ
り
、
社
会
全
体

で
租
税
教
育
に
取
り
組
み
、
納
税
意
識
の
向
上

を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

税
目
別
の
具
体
的
意
見
は
紙
面
の
都
合

上
、
省
略
い
た
し
ま
す
。
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申告書提出に当たってのご注意提書告申 てった当に出提 意注ごのて
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「財産責務調書」の提出制度が創設されました

　平成 27 年度税制改正において、従来の「財産及び責務の明細書」を見直し、一定の基準を満たす方に対し、

「財産責務調書」の提出を求める制度が創設されました。

※　財産債務調書の提出がなかった場合や正しく記載されていない場合には、加算税の加重措置が適用される
　場合があります。
※　財産債務調書を提出する方が、「国外財産調書」を提出する場合には、その財産債務調書には、国外財産
　調書に記載した国外財産に関する事項の記載は不要です。
　　ただし、当該国外財産の価額の合計額の記載は必要です。

詳しくは、国税庁ホームページ（www.nta.go.jp）をご覧ください。

※　「国外転出特例対象財産」とは、所得税法第 60 条の 2第１項に規定する有価証券等並びに同条第２項
　に規定する未決済信用取引等及び同条第３項に規定する未決済デリバティブ取引に係る権利をいいます。

　所得税等の確定申告書を提出しなければならない方で、下記①及び②の基準を満たす方

①　その年分の総所得金額及び山林所得金額の合計額が２千万円超

②　その年の 12月 31 日において、その価額の合計額が３億円以上の財産又はその価額の
　合計額が１億円以上の国外転出特例対象財産（※）を有する方

非居住者である親族について扶養控除等の適用を受ける方へ

　2016 年 1 月 1 日以後に支払を受けるべき給与等の源泉徴収や年末調整に当たって、給与等の支払を受ける
居住者の方が、非居住者である親族について、扶養控除等（扶養控除、配偶者控除、配偶者特別控除又は障害
者控除）の適用を受ける場合には、次のとおり、その親族に係る「親族関係書類」及び「送金関係書類」を、
給与等の支払者に提出し、又は提示する必要があります。

　また、2016年分以後の確定申告において、非居住者である親族について扶養控除等の適用を受ける場合には、
「親族関係書類」及び「送金関係書類」を確定申告書に添付し、又は確定申告書の提出の際に提示する必要があ
ります。ただし、給与等の支払等に既に提出し、又は提示したこれらの種類については、その必要はありません。

手　続

給与等の源泉徴収 扶養控除、配偶者控除
又は障害者控除

扶養控除、配偶者控除
又は障害者控除

配偶者特別控除
給与等の年末調整

必要な書類

親族関係書類 扶養控除等申告書を提出する
とき

年末調整を行うとき

配偶者特別控除申告書を提出
するとき

送金関係書類

親族関係書類及び
送金関係書類

提出（提示）する時期適用を受けようと
する控除

提出義務のある方

平成 27年 12 月 31 日分の「財産責務調書」の
提出期限は平成 28年 3月 15 日（火）です！
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ｅ−Ｔａｘ推進協議会からのお知らせ

申告書は、
国税庁ホームページで
作成できます！

申告書は、
国税庁ホームページで
作成できます！

国税庁ホームページ www.nta.go.jp 作成コーナー 検索

国税庁ホームページ
「確定申告書等作成コーナー」のメリット

申告書作成から提出までの流れ

１税務署に出向く必要なし！

2 いつでも利用可能！

3 自動計算機能！

4 前年データの利用可能！

作成した申告書等は印刷し、郵送等により税務署に提出することができます。
また、e-Tax を利用して送信することもできます。

確定申告期間中は、24時間いつでもご利用できます。

作成した申告書等のデータを保存しておけば、翌年の申告でも利用できます。

ご自宅のパソコン等から、
「作成コーナー」で検索。

毎年の税制改正に対応した自動計算機能により、計算誤りのない申告書等を
作成することができます。

① 作成コーナーへアクセス

画面の案内に従って、金額等
を入力し申告書等を作成。

印刷して郵送等により提出。

事前準備が必要です。
詳しくはe-Taxホームページを
ご覧ください。

② 申告書を作成 ③ 申告書を提出

書面提出

e Tax
又は申告書は、

　　　自宅で作成！
税務署



顧　問
富士急行㈱

堀内　光雄

相談役
アイトー電子㈱

長田　富也

副会長
都留信用組合

細田　幸次

常任理事
㈱メイト

山口　照義

常任理事
㈱大森工務所

大森　剛仁

常任理事
㈱協和生コン

倉澤　鶴義

顧　問

滝口　哲夫

相談役
㈱コバヤシ工業

小林　　武

副会長
川上建設㈱

川上洋一郎

常任理事
㈱田村組

田村　夏子

常任理事
吉田タクシー㈲

渡邉　幸男

理　事
大嶺興業㈱

古家　恵次

顧　問

原田　威

相談役
㈱槇田商店

槇田　則夫

副会長
㈱新名製作所

新名　米光

常任理事
三栄工業㈱

鯨岡　正文

常任理事
富士急行㈱

堀内光一郎

理　事
㈱トーホー

守屋　博文

相談役
㈱富士レークホテル

井出　常済

相談役
㈲大和屋薬局

奈良　紀子

副会長
日伸総建㈱

志村美貴代

常任理事
㈱堀江製作所

堀江　俊隆

常任理事
秋山土建㈱

立川　正史

理　事
㈱キドハイテック

城戸　正三

相談役
秋山土建㈱

大崎　俊浩

相談役
東京地方税理士会大月支部

桑原　　敦

副会長
小林工業㈱

小林余し緒

常任理事
㈱小林工務店

小林　歳男

常任理事
タカムラ建設㈱

高村　朝彦

理　事
㈱鈴木製作所

鈴木　誠一

相談役
㈱山梨中央銀行吉田支店

中島　武志

会　長
中央観光㈱

細谷　憲二

副会長
㈲こみたけ売店

小佐野昇一

常任理事
奥秋建設㈱

奥秋　幸治

常任理事
船津観光㈱

梶原　信行

理　事
㈱みどりや

天野　喜宗

相談役
堀内電気㈱

堀内　富久

副会長
㈲山岸旅館

外川　凱昭

専務理事
公益社団法人大月法人会

小笠原能久

常任理事
山　叶㈱

渡邊　吉勝

常任理事
富士観光開発㈱

津田　　昭

理　事
㈱ナカヤマ

中山　愛美

迎　春
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理　事
濱野屋ティートラスト㈲

天野　太文

理　事
甲陽産業㈱

三木　範之

理　事
㈱田中屋

佐々木弘之

理　事
㈲井上石油

井上　博之

理　事
㈱ミネルバ

越石　賢一

理　事
㈲共立機械製作所

藤江　一枝

理　事
㈲印刷エトリ

餌取　一成

理　事
㈱小俣工務所

小俣　幸市

理　事
富岳物産㈱

浅沼　歌子

理　事
㈲フロスジャパン

柏木おさむ

理事相当
㈱平井製作所

平井　　勉

理事相当
新田産業㈱

村上　裕一

理事相当
渡秀工業㈱

渡邊　浩次

理　事
長田産業㈱

長田　公明

理　事
㈱富士情報

渡辺　直企

理　事
㈱コバヤシ工業

小林ゆくよ

理事相当
㈱ユーキ

小泉　裕次

理事相当
山崎織物㈱

山崎　泰洋

理事相当
㈲吉沢製パン

吉沢　秀雄

理　事
㈱渡辺商店

渡邉　稔

理　事
㈱大森林業所

大森　保廣

監　事
㈱湖山商事

湖山　泰三

理事相当
㈲小林仏壇

小林　清哲

理事相当
宮川電気㈱

奥脇　芳弘

理事相当
伊東商店㈱

伊東　貴也

理　事
㈲こみたけ売店

小佐野紀之

理　事
三浦化成工業㈱

三浦　　信

監　事
㈱梶原工業所

梶原　秀博

理事相当
㈱ユーシン

荻原　秀祥

理事相当
㈲小池時計店

小池　久司

理事相当
㈲山田屋ホテル

山田　義文

理　事
㈱マシナリー

宮下　完爾

理　事
富士水熱設備工業㈱

高村　浩明

監　事
㈱新　津

新津　好久

理事相当
山二商事㈱

赤澤　克夫

理事相当
都留信用組合

天野　一則

理事相当
㈱富士レークホテル

井出　泰済

理　事
芙蓉実業㈱　

山下佐一郎

理　事
㈱吉野土建

吉野　保美

理事相当
㈱尾形製作所

尾形　　直

理事相当
中村エンジニアリング㈱

中村　　武

理事相当
パイロット測量設計㈱

堀内　　満

理事相当
㈱サイコ

三浦　敬伯

理　事
㈱桑原興業

桑原　安男

理　事
㈱湖山亭うぶや

外川三千子

理事相当
富士航空電子㈱

吉澤　武司

理事相当
山英建設㈱

小松　英一

理事相当
㈲田辺織物

田辺　丈人

理事相当
㈱エムティーシー

松浦　潤一
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理事相当
山陽精工㈱

白川　敏子

理事相当
タナベ電器㈱

田辺　勝子

理事相当
㈱ナイトー建商

内藤　定子

理事相当
㈲日川時計店

日川　和子

理事相当
㈲山口乳業

山口　輝子

理事相当
㈱山梨重機

横打香代子

理事相当
㈱龍美建設

清水美恵子

理事相当
エスプラン㈱

白井恵美子

理事相当
㈲山口製作所

山口　光子

理事相当
㈲山岸旅館

外川　桂子

理事相当
㈱サナミ製作所

佐波　佳子

理事相当
㈱協和生コン

倉澤　光代

理事相当
㈱ツルタ

鶴田みさ子

理事相当
㈲天下茶屋

外川正知恵

理事相当
井出電気㈱

井出　　隆

理事相当
登り坂石油㈱

渡邉　良孝

理事相当
㈱土屋製作所

土屋きよ美

理事相当
㈱臼井自動車

臼井佳津子

理事相当
市川リース㈱

市川　公子

理事相当
ネスエンタープライズ㈱

小林　聖子

理事相当
㈱湖山商事

湖山　和子
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神
社
め
ぐ
り

淺
間
神
社（
旧
指
定
村
社
）

鎮
座
地

南
都
留
郡
忍
野
村
内
野

一
番
地

御
祭
神

木
花
咲
耶
姫
命
　

天
児
屋
根
命
　
太
玉
命

例
祭
日

四
月
十
五
日

宮
　
　
司

安
田
　
洋
人

境
内
地

二
九
五
〇
坪

氏
子
戸
数

三
五
三
〇
戸

崇
敬
者
数

約
一
〇
〇
〇
〇
人

由
緒
沿
革

南
北
朝
合
の
後
応
永
年
間
一
品
兵
部
卿

尹
良
親
王
は
南
朝
の
四
皇
を
奉
祀
し
て
四

皇
三
社
淺
間
大
神
と
称
さ
れ
人
皇
第
一
〇

二
代
後
花
園
天
皇
永
享
六
年
尹
良
親
王
の

従
兄
與
良
親
王
の
孫
梅
若
王
神
主
と
な
る

が
僅
か
三
年
に
て
永
享
八
丙
辰
三
月
十
五

日
に
薨
ず
。
そ
の
神
霊
を
産
土
神
に
祀
る

足
利
氏
に
憚
り
富
士
淺
間
神
社
と
称
し

た
。
本
殿
は
一
間
社
流
造
り
で
忍
野
村
内

の
最
古
の
建
造
物
で
龍
や
鳳
凰
な
ど
の
彫

刻
、
極
彩
色
の
絵
画
が
見
事
で
あ
り
、
殿

内
に
は
貞
治
二
年
（
一
三
六
三
年
）
棟
札

が
あ
る
。
拝
殿
は
雨
屋
拝
殿
と
な
っ
て
お

り
江
戸
時
代
に
再
建
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
現
在
は
忍
野
八
海
鎮
座
の
淺
間
神
社

と
同
じ
く
忍
野
村
の
総
氏
神
で
あ
る
。

第32回

八
幡
社

鎮
座
地

南
都
留
郡
忍
野
村
内
野

三
番
地

御
祭
神

誉
田
別
命

（
第
十
五
代
応
神
天
皇
）

例
祭
日

九
月
十
五
日

宮
　
　
司

安
田
　
洋
人

境
内
地

一
三
八
〇
坪

氏
子
戸
数

三
五
三
〇
戸

崇
敬
者
数

約
一
〇
〇
〇
〇
人

由
緒
沿
革

創
建
年
代
は
不
詳
で
あ
る
が
大
分
県
の

宇
佐
神
宮
よ
り
勧
請
さ
れ
た
神
社
で
あ

る
。
幕
末
ま
で
は
法
華
経
の
題
目
講
が
行

わ
れ
て
い
た
が
明
治
元
年
の
神
仏
分
離
令

と
な
っ
て
現
在
も
例
祭
前
夜
の
宵
宮
で
法

華
経
信
者
が
集
ま
り
唱
題
が
行
わ
れ
て
い

る
。
例
祭
は
獅
子
神
楽
や
奉
納
相
撲
な
ど

が
行
わ
れ
境
内
は
賑
わ
い
を
み
せ
る
。
以

前
よ
り
旧
内
野
村
の
渡
辺
一
族
の
屋
敷
神

で
あ
っ
た
が
現
在
は
忍
野
村
の
氏
神
の
一

社
で
も
あ
る
。
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天
狗
社

鎮
座
地

南
都
留
郡
忍
野
村
内
野

三
八
一
番
地
の
一

御
祭
神

武
甕
槌
命

例
祭
日

十
月
十
九
日

宮
　
　
司

安
田
　
洋
人

境
内
地

一
〇
三
〇
坪

氏
子
戸
数

三
五
三
〇
戸

崇
敬
者
数

約
一
〇
〇
〇
〇
人

由
緒
沿
革

創
祀
は
定
か
で
は
な
い
が
茨
城
県
の
鹿

島
神
宮
よ
り
の
勧
請
だ
と
伝
え
ら
れ
る
。

江
戸
時
代
ま
で
は
御
正
体
山
下
宮
摩
利
支

天
宮
権
現
宮
と
称
さ
れ
鹿
留
山
の
入
口
の

守
護
神
と
さ
れ
た
。
富
士
北
麓
地
区
で
は

日
清
日
露
戦
争
ま
で
に
多
く
の
兵
士
を
当

神
社
で
祈
願
し
送
り
出
し
た
が
一
人
の
死

者
も
出
な
か
っ
た
事
か
ら
天
狗
社
の
御
加

護
で
あ
る
と
崇
め
ら
れ
た
。
現
在
の
御
神

体
は
三
〇
〇
年
以
上
前
に
稲
荷
坂
の
脇
か

ら
掘
り
出
さ
れ
た
像
に
遷
霊
さ
れ
、
そ
の

際
に
一
緒
に
出
土
し
た
丸
猫
足
鉄
製
の
茶

釜
も
今
に
伝
え
ら
れ
る
。
例
祭
は
獅
子
神

楽
や
奉
納
相
撲
な
ど
で
賑
う
。
現
在
は
忍

野
村
氏
神
四
社
の
う
ち
の
一
社
と
さ
れ

る
。
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したり、鼻水やくしゃみが出ますね。これは、風

邪のウイルスが口やのど・目鼻など身体のあちこ

ちで暴れ始めた状態です。この時はまだ、完全に

風邪をひいたわけではありません。

ここからが、いよいよ免疫力の登場です。

１．風邪の原因になる細菌やウイルスなどの微生

物が体内に入ってくるのを、皮膚や鼻・口な

どの粘膜が防ぎます。ＮＫ細胞（ナチュラル

キラー細胞）は、ガン細胞などの監視のため、

いつでも体内を回りながら見張っています。

≪自然免疫≫

２．細菌やウイルスが体内に侵入、感染すると、

いろいろな免疫細胞の中のマクロファージと

顆粒球（特に好中球）が細菌やウイルスを食

べて殺します。さらにＮＫ細胞がウイルスに

感染した細胞を破壊、マクロファージが感染

細胞を食べてしまいます。また、マクロファ

ージは、ヘルパーＴ細胞へ「ウイルスが侵入

した」という信号を送ります。≪自然免疫≫

３．情報を受け取ったヘルパーＴ細胞は、キラー

Ｔ細胞にウイルスと闘うように指示を出しま

す。同時に、ヘルパーＴ細胞はＢ細胞に対し

て、ウイルスに対抗するための「抗体」を作

るように指示を出します。この時の身体は、

高熱を出し、咳も激しくなっている状態です。

≪獲得免疫≫

４．Ｂ細胞から大量に作られた抗体がウイルスを

撃破します。ここで抗体がウイルスに勝つと、

風邪は治ります。この時、Ｔ細胞・Ｂ細胞が

このウイルスの情報を記憶し、再び侵入して

きた時（また同じ風邪を引いた時）に備えて

免疫を獲得します。≪獲得免疫≫

ここでは風邪を例に出してみましたが、風邪以

外の場合でも免疫細胞は常に身体の中で色々な種

類の病原菌（細菌やウイルスなど）と闘っています。

◆知っておこうあなたのからだ◆

免疫力チェック

免疫力のしくみとは

ここでは、病気に負けない身体づくりのために、

あなたの免疫力をチェックしてみましょう。次の

項目で、あなたが当てはまるものはいくつありま

すか？

チェックポイント！
１．風邪をひきやすい

２．風邪をひくと長引くことが多い

３．好き嫌いが多く、食事が不規則

４．最近、運動不足だと思う

５．喫煙習慣がある

６．ストレスの多い生活をしている

７．睡眠不足である。

８．身体がだるく、元気が出ない

９．下痢や便秘症状がある

10．時々、暴飲暴食をする

11．最近、口内炎や結膜炎になった

12．疲れが貯まっていると実感する

いかがでしょうか？

当てはまる数が多いほど、免疫力が低下してい

ます。特に6つ以上当てはまった人は、重大な病

気を引き起こす前に、今すぐ生活習慣を見直しま

しょう。

自然治癒力の主力である免疫力とは、どんなし

くみでチカラを発揮するのでしょう。風邪を引い

た時を例にあげて、簡単にまとめてみます。

●風邪症状と免疫の関係
風邪にかかったな、と思ったとき、まず寒気が
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の潜在的な有機物質から身体を守ることができる

のです。

●免疫力とは？
免疫力をわかりやすく言い換えれば、それは

「異物」と闘うチカラのこと。

私たちの体内に侵入しようとする異物には、細

菌やウイルス、カビ、アレルギーの元（アレルゲ

ン）など口や鼻から入ってくるもののほか、体内

で作り出される活性酸素やがん細胞などの異物も

あります。

私たちの身体は、自分の生命を維持するために、

これらの「異物」と闘い排除しようとしています。

この仕組みが「免疫力」なのです。

●あなたの免疫力は大丈夫？
免疫力が低下すると、いろいろな病気にかかり

やすいことがわかっています。たとえば、風邪を

ひいたり感染症にかかったり、ガンもしかりです。

免疫力が保たれていれば、これらの病気にかか

りにくくなるだけでなく、万一かかった場合も、

病気の進行を遅らせたり、あるいは改善すること

も可能と言われています。また一般的に、免疫力

は30歳を過ぎると年齢を重ねるごとに低下してい

きます。

●誰もが持つ「自然治癒力」とは？
私たち人間は、誰もが生まれながらに自然治癒

力（しぜんちゆりょく）を持っています。この自

然治癒力の主役が、免疫力です。自然治癒力、そ

れはすなわち、私たちの身体を健康な状態に保つ

チカラです。自然治癒力には、大きく3つの働き

があります。

１．身体の働きのバランスを正常に保つ。

（恒常性維持）

２．病気の原因になる細菌やウイルスなどの外敵

の侵入を防ぎ、それらと戦い殺傷して身体を

守る。（自己防衛＝生体防御）

３．傷を負って壊れたり古くなった細胞を修復し

たり、新しい細胞に作り変える。

（自己再生＝修復・再生）

これらの自然治癒力が身体に自然に備わってい

るからこそ、私たちは微生物、ガン細胞、その他

(33)
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公益社団法人 大月法人会　青年部会
税金は　明日の日本の　エネルギー
 上野原高校 　１年 大神田詩織

税金で　人に優しい　町づくり
 上野原高校 　3年 松本菜々子

あら簡単　納税システム　e-Tax
 日大明誠高校 　2年 志村　裕樹

税金で　国も地域も　活性化
 日大明誠高校 　3年 沼尻　茉奈

納税は　豊かな国への　第一歩
 日大明誠高校　 1 年 木下　菜央

納税は　明日を創る　第一歩
 上野原高校　 1 年 河野　歩未

考えよう　税についての　大切さ
 日大明誠高校　 3 年 湯川美沙希

e-Tax　使ってみよう　この速さ
 上野原高校　 2 年 佐藤　宝成

e-Tax　使えば便利　簡単だ
 日大明誠高校　 1 年 八木花のん

税金が　つなぐ未来は　無限大
 上野原高校　 3 年 佐藤　奨馬

つなげよう　未来に僕らの　税金を
 日大明誠高校　 1 年 松田　陽向
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金  賞

銀  賞

銀  賞

銅  賞

銅  賞

大月税務
署長賞
大月税務
署長賞

上野原
市長賞
上野原
市長賞

大月法人
会長賞
大月法人
会長賞

青年
部会長賞
青年
部会長賞

東京地方
税理士会
大月支部長賞

東京地方
税理士会
大月支部長賞


